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  序文


  



  読者にお断りしておきます。人の三部分性という主題は非常に論争の的になっていますが、本書はこの論争には立ち入りません。論争に立ち入るならば、本書の主旨――神の事柄は啓示によってのみ探りうるのであって、理性では決して探りえない――に反することになるだけでしょう。「現実や霊の事柄について実際的に訓練されていない人にも本書を読んでほしい」という願いは、私には全くありません。もし万一、真理の御霊が本書に書かれていることを啓発のために用いようとしておられるのなら、真理の御霊に明け渡して心を開いてくださるようお願いします。


  専門知識は全く必要ありません。本書の内容は、この主題そのものの研究の成果というよりは、広い地域のクリスチャンたちの間における多年にわたる観察と経験の成果です。


  本書は大昔の祈りと共に送り出されます。「どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、あなたたちの心の目を照らしてくださいますように」（エペソ人への手紙一章十七節）。


  



  Ｔ．Ａ．Ｓ．


  



  第一章 人の崇高な未来と定め


  
    「人とは何者か？」
 詩篇八篇四～六節、ヘブル人への手紙二章五～八節

  


  



  夜間の静思黙想で詩篇作者はこの問いを発するように、そして、人を宇宙の中心に置いてその問いに答えるように導かれました。この黙想はあらゆる時代を結合しました。それは、世界が造られる前の神の永遠の御計画にまでさかのぼり、来たるべき世界におけるこの御計画の究極的完成と、その彼方にまで及びました。これは、人と呼ばれる特別な被造物に関して神が計画された目標に関する問いです。この思想にはいくつかの段階がありました：「御使いたちよりも、しばらくの間、低いものとされる」段階、「栄光と誉れの」冠を与えられる段階、「御手のわざを治める」段階です。詩篇作者のこの問いを、霊感を受けた一人の使徒が取り上げて敷衍します。「彼は来たるべき世界を、御使いたちに従わせることはなさいませんでした」。「あなたは万物を彼の足の下に従わせられました」。


  しかし、神の御計画とその究極的実現との間には、人の堕落の悲劇全体と、贖いによる神の恵みの栄光全体とがあります。ここでの私たちの課題は、人間存在に関するこの堕落の性質について述べることであり、したがって、神の御子のかたちへの同形化がこの堕落した状態をどのように克服するのかを見ることです。これは人自身の人格に関する問いであり、神の王国を嗣げるのはどんな種類の人に限られるのかに関する問いです。


  このように崇高な栄光に満ちた目標には、霊的な道徳的状態が必要なだけでなく、あるタイプの存在、ある種の存在が必要です。のろのろと這う毛虫やカイコが新しい状態の中で目を覚まし、美しい蛾や蝶となって新しい世界へ羽ばたくために、マユを造ってその生命形態を放棄しなければならないように、人は今や一つの状態から抜け出して、高次の器官と能力で新しく構成されなければなりません。人は、神の御心によると、また人自身のぼんやりとした不可解な感覚によると、普遍的な特徴を帯びており、普遍的な関心を伴っています。しかし、何かが起きました。そのため一方において、今のままの人では神の御旨の実現は不可能です。他方において、人はそれを実現するために空しい努力を続けています。宇宙の中心におけるこの恐ろしい齟齬は、神の側で御子のパースンによって新たに介入する契機です。この介入にはいくつかの特徴があります。第一に、神の御心によると人がいかなる者なのかを示します。第二に、そうではない人を神にしたがって確実に取り去ります。第三に、新創造の力と要素をもたらします。そして第四に、成熟に達するとき人がいかなる者になるのかを啓示して保証します。この成熟に達した人は神の御心の中に絶えず目的として存在していたものであり、堕落以前の人のたんなる創造状態ではありませんでした。後で見るように、これはすべて人の性質上の異常を正常化することにかかっています。これにより、人間生活と神との完全な関係が刷新されます。これはおもに、プネウマ（pneuma）すなわち霊と呼ばれる人間存在の一部と関係しています。したがって、ここで私たちは光を必要とします。


  



  とても重要な区別


  



  使徒パウロは彼の書の二つの箇所で、一つの句を用いました。この句を私たちの前にある主題に適用することは特に重要です。この句はローマ人への手紙（二章十八節）とピリピ人への手紙（一章十節）にあります。欄外の訳では、


  「異なる事柄を区別する」


  となっています。


  もしこの区別が魂と霊の問題に適用されていれば、大きな損失を避けられただろうし、益を受けられただろう、と感じずにはいられません。


  これは聖書学生のためのたんなる専門的関心事ではありません。神の民の霊的生活のほぼすべての点を含んでいてそれに触れる問題であり、霊的事柄における生と死の問題全体を支配している問題です。命の豊かさや奉仕の効力にとって、これより重大なものはほとんどありません。これはキリストの十字架による神の贖いの御旨の意義をかなり多く含んでいます。長年にわたって主の民や僕たちの上に重くのしかかってきた最も困難な問題の多くに対する答えがここにあります。その中の一つか二つを述べるだけにします。第一に、旧創造と新創造の間には本質的な基本的相違があります。これは全くかんばしくない回心、大いにかんばしくない回心という胸の張り裂けるような問題と密接に関係しています。大きく変わったように見える回心者たちでも――あまりに早々と――真に根本的な再生の働きがあったかどうか疑わしい兆候を示すのです。これは多くの人に関する胸を焦がすような次の問いを含んでいます。多くの人は、よく組織されて宣伝もされている福音伝道の特に良い（？）条件と備えの下で信仰を告白しますが、彼らの大部分は伝道が終わるとすぐ元に戻ってしまうか、尋ね出せなくなってしまいます。あるいは、福音的な熱気と熱烈な雰囲気を絶えず送り込むことによって保たれているだけになってしまいます。英国の一つの都市について、こういう話があります。そこであなたが出会う二人に一人は以前「回心した」ことがあるのですが、もちろん今では、その大多数がもはやそんなこととは関係ありません。これは次に、「福音の働きの領域では、何が神の方法・手段であり、何が人の方法・手段なのか？」という別の問いを確かに生じさせます。


  次に、キリストを真に受け入れた人たちの遅々とした霊的成長という困難な問題があります。霊的成熟が一生の問題であることは間違いありません。しかし、ここで考えているのは、幼児期や幼児性の特徴がずっと長く続く、不当に遅い成長のことです。これは新約聖書の手紙の著者たちが深く嘆き悲しんでいる問題であり、まさに新約聖書本体の大部分が書かれたきっかけでもあります。テサロニケ人への手紙（使徒パウロの最初の手紙）では、何の議論も説明もなく、魂と霊の区別があっさりと述べられています（テサロニケ人への第一の手紙五章二三節）。コリント人への手紙は同じ問題が中心であると言えます。これは、二章十四節の「天然の」が実際は「魂の」であること、それから、「霊の」「霊のもの」すなわち霊の賜物について多く述べられていることを思い出せばわかります。ヘブル人への手紙においても、「魂と霊を切り離すこと」「私たちの霊の父」という光の中で主題全体を眺めなければなりません。どの場合も、霊的に成長するか、それとも成長を阻まれるかの問題です。


  他にも多くの問題があります。たとえば、大量のエネルギーと労力と資力を長期間注ぎ込んでも、少ししか純粋な真の霊的価値が生じないという問題です。それから、根本的に有害な偽りの霊的運動が繁栄して成功しているという、例の領域はどうでしょう？次に、欺きの問題全体に真剣に直面しなければなりません。クリスチャンが欺かれて完全にさまよってしまうこと、あるいは、神の働きに役立たなくなるような状況の中に落ち込んで、しばしば信仰の土台そのものを積極的に否定するような状況の中に落ち込むこと――これはまさに無視できない問題ですし、このような事例のすべてを医学の専門家が完全に扱えるわけではありません。


  上記の問題に、さらに多くの霊的困難を付け加えることができるでしょう。先に進むにつれて、その中のいくつかを述べて、取り扱うことにします。諸々の特別な支配的要因のせいで、個々の問題には複数の原因があるかもしれません――「すべての傷に関して、その原因と治療法を発見した」と私たちが主張しているとは、だれも思わないでしょう――しかし私たちは、「魂と霊の問題で識別に失敗したことが、主の民の大多数が考えている以上に、こうした状況の原因である」と信じます。この考察の重要性を指摘したので、実際の問題に取り組むことにしましょう。


  



  この盲目はどこから来たのか？


  



  このような悲しい状況――もっと多くの悲しい状況があります――の大部分が、決定的な違いを認識することに失敗したためだとするなら、「この失敗がこんなにも広まっているのはなぜか？」と私たちは問わなければなりません。もちろん、霊的逸脱を辿るなら、私たちは直ちにその源に辿り着きます。サタンは神の働きを損なうこと、神の御旨を挫折させることを常に願っています。ですからこれを隠すこと、そして、これほど重要な真理に関して神の民を無知な状態にとどめておくことは、サタンにとって大いに好都合なのです。これを確かに彼は行ってきました。そこでパウロは、「あなたたちの心の目が照らされますように」と祈りました。しかし、サタンには方法と手段があります。悪からだけでなく悪しき者からも解放されるために、私たちはそれを認識しなければなりません。そこで、私たちは末端から始めることにします。


  



  一般的に受け入れられている立場


  



  人の成り立ちに関してほぼ普遍的とも言える立場は、「人は精神と物質、魂と体である」というものです。「霊、魂、体」という聖書の表現をクリスチャンたちが受け入れている方面でも、この三つの名称と密接に関係している重大な問題を認識できないために、あるいは致命的な不注意さのために、まるで違いがないかのように進み続ける結果になっています。しかし、考慮すべきもっと明白な他の要因があります。


  神の民の教師たちが間違いを犯してきたのです！どうして彼らは間違いを犯してきたのでしょう？それはおもに、彼らが神の御言葉を取らず、聖霊の直接的な照らしと教えをきちんと求めなかったからです。あるいは多くの場合、教師である聖霊の内住が現実のものではなかったのでしょうか？


  三番目の理由があるかもしれません。これほど広く受け入れられている立場とは逆の方向に進むことで、一般人ではない異常な変わり者に見られることを恐れているためでしょうか？それではお尋ねしますが、「その立場はどこからでしょう？天からでしょうか、それとも人からでしょうか？」。聖書的な選択をしてください。


  現在の立場と受容には、二つの方面にその責任があります。意識的にせよ無意識的にせよ、ある異教の哲学者たちと「クリスチャン教父たち」が、この解釈の行程全体に影響を及ぼしてきたのです。心理学者たちに関するかぎり、彼らの基本的結論は異教的です。その基礎を据えた二人の人はプラトンとアリストテレスでした。私たちは彼らの教えを述べているのではありません。アリストテレスは比較的容易に聖書的立場と調和させられることはわかりますが（とはいえ、かなり巧妙な措置が必要です）、それでも私たちが特に指摘したいのは、「二人とも聖書を手にしていたわけではないし、基本的な経験――この経験により聖霊を通して内なる人が更新され、照らされます――について何も知らなかった」ということです。彼らが持っていたのは天然的な理性の光、この世の知恵だけであり、その種の領域でしか通用しません。


  次に、アウグスチヌスなどの「クリスチャン教父たち」についてです。彼らは先に述べた異教の哲学者たちの教えを交互にもてあそび、彼らの影響を受けるようになりました。他のもっとはっきりとした事柄に関して、この「教父たち」の無謬性を受け入れることができたなら、あまりはっきりとしないこの問題についても、私たちは彼らの立場に合わせて自分の姿勢を修正することができたでしょう。しかし、それはできません！最初プラトン主義には益があるように見えましたが、それから離れている方が教会「教父たち」にとって賢明だったことでしょう。今では、「神の民の教師になるには、人についてある程度理解する必要があり、特に人が何者なのか、人の目的は何か、理解する必要がある」という有り様です。そのような知識を得るために、学校や個人の学びの中で、心理学者たちの著作が取り上げられてきました。これはみな、先に述べた異教の基礎の上に建てられています。もちろん、プラトンの時代から長い変遷がありましたし、この先駆者たちとは別に研究や実験の分野があります。しかしやはり、基本的な公式は変わっていません。「人は精神と物質、魂と体の二部分から成る」と言われています。もっと聖書的な解釈が教えられている聖書学校があるかもしれませんが、それがたんなる学課としてではなく啓示として臨むことがどれほど必要でしょう。この問題がその広範に及ぶ極度の重要性にしたがって認識されてこなかったことは、ひどい恥のように思われます。霊的に最高の水準の大会に出席したとしても、また、神のための何か特別な取り組みを見いだしたとしても、神の御言葉からではない心理学の影響が――全く無意識のうちに――行き渡っているのを感じずにいるのは困難です。感化が魂的なものではなく霊的なものだったら――おそらく目には見えないでしょうが（その方がずっと安全です）――どんなに凄いことが起きていたことでしょう！


  しかし、見えないもののために見えるものを、永遠のもののために現在のものを、天のもののために地のものを、実際のもののために「成功」を手放すには、なんという価値観の変化が必要でしょう！


  



  神の御言葉に記されている立場
 一つの比較


  



  「隠れた人」という句は、この主題に関連して使われている一つの表現にほかなりません。しかし、聖書から外れた意味とは違う意味で「内なる」人と「外なる」人を区別するために、直ちにこの句を見ることにしましょう。これは古代人だろうと現代人だろうと、また異教徒だろうとクリスチャンだろうと、心理学者たちや哲学者たちによる区別とは違います。彼らにとって「内なる人」は魂であり、「外なる人」は体です。神の御言葉ではそうではありません。神の御言葉では「内なる」人や「隠れた」人は霊であり、「外なる」人は魂か体かあるいはその両方です。この二つの用語・名称は、それぞれ「霊の人」と「天然の人」と同義語であり、この二者は御霊の剣――神の御言葉――によって切り離すことができます。神が一つにしておられるものを切り離すことが危険なように、神が「二つのものである」と言っておられるものを一つにすることも危険です。この三者――霊、魂、体――の一体性は、それらが一人の人を組織・構成している点にのみあります。テサロニケ人への第一の手紙五章二三節の逐語訳は、「あなたの全人格」「あなたの人となりすべて」「あなたのすべて、霊と魂と体」です。他の箇所と同じように、三つの異なるギリシャ語が用いられています。神の霊は、変化をつけるために言葉をでたらめに用いたりはされません。神が用いる言葉には、基本的な霊的原則が含まれています。人に対して用いられている「天然の」という言葉は、ご存じのようにギリシャ語のプスキコス（psukikos）であり、その英語形はサイキカル（psychical）です。「霊的（spiritual）」は「霊（spirit）」の形容詞形であり、「魂の（soulish）」や「魂的（soulical）」は「魂（soul）」の形容詞形です。ヤコブの手紙三章十五節では「感覚的な（sensual）」が用いられていますが、「魂的な（soulical）」がより正確です。ついでに言うと、興味深く意義深いことに、この書には知恵に関する二つの記述があります。


  



  独特な被造物である人


  



  被造物の全領域にわたって人が独特なのは、人が魂だからではありませんし、人が魂を持っているからでもありません。人が霊と魂を持っているからです。もしかすると、一人の人の中で魂と霊が結合するとき、その人は全宇宙のこの被造物を超えて独特な者となるのかもしれません。神は霊です。天使たちは霊です。聖書の中には、霊である内なる「私」と魂である外なる「私」の違いを示す多くの節があります。たとえばパウロは言います、「私の霊は祈りますが、私の知性は実を結びません」（コリント人への手紙十四章十四節）。次に、コリント人への第一の手紙二章十四節で彼は言います、「天然の（魂の）人は、神の霊の事柄を受け入れません（中略）また、それを知ることができません。それは霊的に識別されるものだからです」。あるいは、「霊（霊の者）によって識別されるものだからです」。特別な啓示を受けたことに関するパウロの話の中で、この区別がとてもはっきりとなされています。


  
    「私は主の啓示を話しましょう。私（外なる人）はキリストの中にある一人の人（内なる人）を知っています。十四年前（肉体の中であるのか、私［外なる人］は知りません……神はご存じです）そのような人（内なる人）が第三の天に引き上げられました。そして、私（外なる人）はそのような人（内なる人）が（肉体の中でか、それとも肉体を離れてか、私［外なる人］は知りません。神はご存じです）パラダイスの中へと引き上げられ、語ることのできない言葉、人（外なる人）の語ることが許されていない言葉を聞いたのを知っています。そのような人（内なる人）について私（外なる人）は誇ります。しかし、私自身については、私（外なる人）は誇りません。」（コリント人への第二の手紙十二章一～五節）

  


  ここでついでに注意しておくと、主が言葉の賜物を与えてくださらなければ、霊に啓示される事柄を外なる人は表現できません。別の箇所で使徒は、奥義を話す「言葉」が与えられるよう、主の民の祈りを求めました。


  他にも多くの例をあげられるでしょう。たとえば、「私の内なる人は神の律法を喜びます」や、ローマ人への手紙七章全体のように。


  それから、次の御言葉にも注意しましょう。


  
    「私は、ステパナとポルトナトとアカイコが来てくれたのを喜んでいます。（中略）彼らは私の霊を新鮮にしてくれたからです。」（コリント人への第一の手紙十六章十七～十八節）
 
 「御霊ご自身が、私たちの霊と共に、証ししてくださいます。」（ローマ人への手紙八章十六節）
 
 「そのような者をサタンに渡しました。それは彼の肉が滅ぼされるためですが、それによって彼の霊がイエス・キリストの日に救われるためです。」（コリント人への第一の手紙五章五節）
 
 「彼女は体においても霊においても聖くなるため」（コリント人への第一の手紙五章五節）

  


  新約聖書には「魂」と「霊」が両方ともたくさん出てきます。私たちの今の第一の目的はこの二つを区別すること、この二つが神の御言葉によって区別されることに注目することです。ですから、私たちはこの二つを分けるための一般的規則を定めなければなりません。この一般的区別は次のように行うことができます。魂（しばしば「命」と訳されます）は、第一に、この世界で自己意識の命の中にある人と関係しています。第二に、その人の善や悪と関係しています。第三に、その人の物事を行う力、達成する力、楽しむ力、利益を得る力、この世界のものを経験・修得する力、責任ある自覚的存在として生きる力と関係しています。人は自分自身と自分の人生のために神に応答することにより、神に定められた目標と御旨――これは自分のためだけに生きることや、この短い人生のためだけに生きることよりも崇高です――を実現するよう、自分の人生に対して責任を負っています。魂は高次のものによって影響を受けることができますし、それに応答することもできます。しかし、魂は直接的に神と関係しているわけではありません。神との関係は間接的であり二次的です。


  霊は――必要な「更新」がなされるなら――それによって人が直接的に神の事柄と関わる器官です。人はそれによって霊の者たちや霊の事柄と関わることができるように構成されます。これは広範に及ぶ一般的規則です。ある節がこれと反するように思われる場合、次の条件を思い出せば、その困難はたいてい解消します。一方において、神は人に責任を負わせておられます。人は知的な自覚的存在であり、少なくとも選択し、求めることができます。他方において、霊が更新されて神と生ける接触を持つようになる時、それによって魂が影響を受けます。そして、両者とも霊によって神から受け、神に与えるようになります。先に進むにつれて、これをさらによく取り扱うことにします。ここでコリント人へのパウロの手紙の一節を引用することは有益であり、適切でしょう。


  
    「目が見たこともなく、耳が聞いたこともなく、人の心に思い浮かんだことのないものを、神はご自身を愛する者たちのために備えてくださいました。神は私たちに、御霊を通してそれらを啓示してくださいました。御霊はすべての事柄、神の深みさえも探られるからです。いったい人の事柄は、人の内にある人の霊の他に、人の間で誰が知っているでしょう？同じように、神の事柄も、神の霊の他にはだれも知りません。しかし私たちは（中略）神からの霊を受けました。それは、私たちが神からの（中略）事柄を知るためです。」（コリント人への第一の手紙二章九～十二節）

  


  個々の王国は、それ自身の性質によって支配され、制限されます。獣と人は互いに深い交わりを持つことはできません。ヘンデルのオラトリオは犬にとって何でしょう？


  これまで私たちは私たちの真の主題のために準備してきたにすぎません。今、私たちは直ちにそれに取りかからなければなりません。しかし、新しい章を始める前に繰り返し言いますが、私たちの仕事は学問的なものでも専門的なものでもありません。私たちにはそうする力も興味もありません。私たちは、「今日の霊的状況が真に変わるのを見たい」という大きな願いを持っています。私たちの主題は全く霊的なものであり、神の民の間における神の喜びと満足のためなのです。


  



  第二章 今や神が造られたのとは異なる種である人


  



  上の表題に少し驚かれるかもしれませんが、私たちが性質上きわめて深刻な問題を扱っていることを早い段階で認識するのはよいことでしょう。これは、「ある時点で人は正道から逸れて道を誤ってしまった」「人は過失者、違反者になってしまった」ということにとどまりません。「人は罪人、罪深い被造物にすらなってしまった」ということにとどまりません。これはみなそうかもしれませんが、真理全体ではありません。人は誤った道の上にあり、方向転換させられる必要性、正しい道の上に置かれる必要性があるだけではありません。人は邪悪な雰囲気の犠牲者、律法からの逃亡者であるだけではありませんし、逃げ出して若気の至りで放蕩し、よりよい自己から逸らされてしまっただけでもありません。人が神に回復されること、神によって定められた召命と運命に回復されることは、人の関心と力を一つの方向――自己、罪、この世――から別の方向――神、善、天――に移すことにとどまりません。キリストは放蕩息子について話す時、「彼がわれにかえった時」という言葉を使われました。彼が意味されたのは、「放蕩息子は奮い立って別の道に戻った」ということにとどまりませんでした。聖書の中には、「救いはそうしたことより遙かに根本的である」ということを示す証拠が山ほどあります。


  福音伝道の多くの取り組みの致命的欠点がここにあります。大会の奉仕ですら、そうなのです。明け渡し、献身、服従といった言葉や用語が、まるで一番初期の段階以上のものを意味するかのように用いられています。それらは取るべき姿勢を示しているにすぎません。「古い人」を神にささげることを、神は望んでおられませんし、聖書も教えていません。「古い人」は十字架につけられなければならず、ささげられてはならないのです！若者たちは彼らの才能、力、能力、熱意を主にささげるよう、たびたび次のような勧めを受けます。


  
    「若く、強く、自由
 自分のなりうる最善の者になるために、
 神のために、義のために……」

  


  しかし、やがて彼らは致命的な欠陥や力不足に気づき、挫折します。その最大の証拠は、大会運動そのものです。この運動は常に成長しており、毎年、世界の至る所で、勝利なき生活や効力なき奉仕という問題への答えを得ることを求める、数十万の打ちひしがれたクリスチャンが見つかります。大会の働きに関わっている私たちは、この大群衆に微笑むことはできません。また、「これは胸の張り裂けるような最大の悲劇である」と宣言するかわりに、彼らがあたかも大きな成功であるかのように、彼らについて話すこともできません。与えられるメッセージが大会の目的を示しているとするなら、いま述べたことに疑いの余地はありません。*


  
    * もちろん、クリスチャンの大会には幸いな交わりという別の面があることは理解しています。しかし、ここで述べているのは、このような大会の当初の目的、なおも宣伝されている目的についてです。

  


  初めに戻って人に何が起きたのかを見る前に、心に留めておくべき一つの点があります。神聖な真理に関する事柄は、孤立した主題として単独で取り上げてはならず、その範囲や関連性を完全に認識しなければならない、という点は常に重要です。真理は一つのまとまりです。聖書の中には「truths」というような真理の複数形はありません。唯一の真理の複数の面があるのです。真理の各面とも、単独で立つことはできません。真理の各面の始まり、登場、究極的結果に注意することが必要です。


  次に、聖書の真理は漸進的であることを、よく覚えておかなければなりません。最初の方では、物事は完全かつ正確に述べられているわけではなく、暗示の形で多く述べられています。最後に向かって進み続ける時だけ、私たちはいっそう完全な記述を持ちます。その光の中で、それに先立つすべてのことを考慮しなければなりません。たとえば、神の三位一体の教理をあげましょう。キリストの時が来るまで、これはヨハネによる福音書の中に記されているように（十四～十六章）はっきりと完全には啓示されませんでした。また、聖霊が降臨するまで、これは経験的に知られていませんでした。私たちの前にある主題についても同じです。霊と魂と体という人の性質あるいは成り立ちは、新約に来なければこのようにはっきりとは述べられていません。しかし、もっとずっと早い時点で、こうしたことを述べている断片的記述がしばしばあるだけでなく、多くの暗示もあります。この遅れを説明することが、まさに私たちの主題の一部です。なぜならそれは、内住する実際としての聖霊の時代が――その意味するいっさいのものと共に――到来するまで、人は神に属する事柄を適切な方法、生きた方法で知ることはできない、ということを意味するからです。ですから、聖書を学びのための教科書や手引き書のようなものにすることは無益です。そこで私たちは今、私たちの前にある新約聖書の完全な啓示と共に、最初にさかのぼることができます。


  



  創造され、構成された人


  



  照らされた目で人なるキリスト・イエスを真に見る時、そして、新約聖書では神の子供が実際いかなる者なのかを見る時、私たちは二つのことを見ます。一つは、神の人は元々いかなる者なのか、ということであり、それから、人が真に新しく生まれる時、どのような根本的変化があるのか、ということです。人の構成に関しては、人が霊、魂、体であったこと、そして今もそうであることがわかります。しかし、こう述べることは、この問題の半面にすぎません。それは人の構成要素に関する事実です。他の半面は、これは順序と機能を示す、ということです。この順序を覆したため、機能は致命的影響を受け、人は神が予定していたのとは別の者になってしまったのです。


  私たちはすでに、人の霊の機能が何かを一言で述べました。しかし、さらに述べる必要があります。


  



  人の霊の機能


  



  主たる事実は「神は霊である」（ヨハネによる福音書四章二四節）ということです。次に、ある特定の事柄が続きます。「私たちはその子孫です」（使徒の働き十七章二八～二九節）。彼は「私たちの霊の父です」（ヘブル人への手紙十二章九節）。


  「肉から生まれる者は肉であり、霊から生まれる者は霊である」（ヨハネによる福音書三章六節）が一定の法則である以上、人が神の子孫であるのはただ霊においてのみです。父としての身分は子孫を前提とします。子孫がなければ父としての身分はありません。神は霊です。神は父でもあります。不変的遺伝の法則により、霊的子孫には霊の祖先が必要です。しかし、父として――創造者とは違います――神は私たちの霊に対してのみ父なのです。


  神は魂ではありません。魂の機能を扱う時、これをもっとよく見ることにします。ですから、神は私たちの魂の父ではありません。神は体ではありません。ですから、私たちの体は神から生まれたのではなく、創造されたのです。神の御言葉は、霊だけが霊を知ることができることをはっきりと強調しています（コリント人への第一の手紙二章九～十一節）。キリストの弟子たちが生ける真実な方法で彼を真に知っていたわけではなかったのは、これが理由です。彼らの内に何かが起きて、聖霊がご自身を彼らの霊と結合されるまではそうだったのです。これは常にそうです。


  霊だけが霊を礼拝することができます（ヨハネによる福音書四章二三～二四節、ピリピ人への手紙三章三節）。この前者の御言葉では、「真の」「真実」という言葉がとても特徴的です。もし魂が――心理学者たちが正しく教えているように――理性、意志、感情の領域だとするなら、ユダヤ人やサマリヤ人の礼拝はきっとこれらのものに欠けていなかったでしょう。「動物的な感情や感覚すらないほど、機械的で無意味だった」と言ってもいいのではないでしょうか？しかし、感情、理性、意志がすべてそろっていたとしても、それはキリストが「真の」という言葉で意味されたものとは依然として別のものだったでしょう。なぜなら、依然として魂は魂であり、霊は霊だからです！霊だけが霊に仕えることができます（ローマ人への手紙一章九節、七章六節、七章十一節）。霊だけが霊なる方である神から啓示を受けることができます（黙示録一章十節、コリント人への第一の手紙二章十節）。私たちは後でこの点に戻ってきます。次のことを理解しましょう。神は、人と交渉を持ち、人を通して御旨を成就する時、それを人の内にあるご自身の似姿である霊によってのみ行うことを決定されました。しかし、このような神の御旨のために、人のこの霊は彼ご自身との生ける結合の内に保たれなければなりません。そして、一瞬たりとも神聖な合一の法則を破ってはなりません。独立したものとして分を越えて、自分の魂すなわち自己意識の命――理性、願望、意志――に諮ったり、それによって影響されてはならないのです。


  これが私たちの主の誘惑の核心であり、アダムの誘惑の核心です。アダムのときにこれが起きた際、死が入り込みました。死の性質は、この語の聖書的意味によると、神との霊的結合からの分離です。これは「人はもはや霊を持たなかった」という意味ではなく、「霊の主導権が魂に渡った」ということです。（これは霊の人に関する新約聖書のすべての教えによって証明されます。たとえば、コリント人への第一の手紙二章十一～十六節。）


  



  アダムの誘惑の性質


  



  誘惑の核心が何だったのかを短く述べることにしましょう。人は、霊における神との合一によって、すべてを持つようにされました。これは神との関係においてであり、神に依存することによってでした。人の知識や力は本質的に霊的でなければならず、人生の絶対的な主権と頭首権は神のものであり続けなければなりませんでした。霊の関係、霊の器官と機能がこれを可能にしたのです。


  誘惑は、すべてを自分自身で持つことでした。「それは可能であり、人は自分で決定し、自分で所有する、自分一人で十分な独立した者になれる」という提案がなされました。この狙いを成し遂げるのに、人の内の霊に訴えても無駄だったでしょう。なぜならそれは、この問題が神に委ねられることにほかならなかったからです。ですから、自己意識の器官に接触しなければなりません。こうして、理性、願望、意志――魂の諸機能――が攻撃を受けたのです。人は神を招き入れることを自分の霊に許す代わりに、独立して行動しました。そして、想像しうる最も恐ろしい結末を迎えたのです。


  第一に、人に関する神の絶対的な頭首権と主権が排除されました。そして、耳を傾けるべき相手として、サタンに神の地位が与えられました。このこと、すなわち、「この世の神」となることが、何よりもサタンが欲していたことでした。


  次に、人の霊は徹底的に侵害されたため、自身と神との絆ではなくなりました。神との交わりは常に霊的ですが、これが破られたのです。霊は沈み込んで人の魂に従属するものとなりました。この人に関するかぎり、彼は神に対して死にました。「違反と罪を通して死んでいた……」（エペソ人への手紙二章一節）。こうして魂が霊を支配するようになりました。


  また次に――これではまだ飽き足りないかのように――人は霊的姦淫の行為により、神に嫁ぐべき花嫁たるあの霊を用いて、サタンの要素を内に入れてしまいました。このサタンの要素は魂とは別のものですが――堕落以降――ほとんど魂の一部であるため、再生されていない人においては、神はそれらを一つと見なしておられます。これが新約聖書中の「肉的」「肉の」という言葉の意味です。このように、人は神が意図されたのとは全く別の種類、種になってしまったことがわかります。おもな違いは、今や人は霊の人ではなく、全く魂の人である、ということです。


  この被造物が今や全く魂的であることを見るのに、あまり理解力は必要ありません。この世を運営している体系はすべて魂的です。すべては、願い、感情、感覚、理性、議論、意志、選択、決断に基づいています。魂の活動の様々な形態が、なんと大きな場所を占めていることでしょう！一つの方向として、恐れ、悲しみ、あわれみ、好奇心、プライド、喜び、尊敬、恥、驚き、愛情、後悔、呵責、興奮などがあります。別の方向として、想像、理解、空想、疑い、内省、迷信、分析、理屈、探求などがあります。三番目の方向として、所有、知識、力、影響力、地位、賞賛、社交、自由などへの欲求があります。さらに他の方向として、決断、信頼、勇気、独立、忍耐、衝動、気まぐれ、優柔不断、強情さなどがあります。「これはみな間違っている」と言っているのではありません。そうではなく、「魂の命の形態であるこうしたいっさいのものから、私たちは自分がほぼ完全に魂の世界である世の中に生きていることがわかる」と言っているのです。しかし、それだけではありません。福音に関する最初の段階からクリスチャン活動全般にわたって、これがどれほどクリスチャン生活や奉仕の中にあるのかを考えてごらんなさい。ですから、この主題を追求して、「これらのもの――人の理性、感情、意志の総計――は、自分自身や他の人々の救いのために用いられるかもしれないが、全く無益であって全然役に立たない」という一大証明を行う時、忍耐してくださるようお願いします。


  多くの人々は強力な議論――理屈、知性や感情への訴え――に説得されて、何らかの決断を下したり、何らかの行動を起こしました。それで、自分をクリスチャンと見なすようになりましたし、他の人々からもそう見なされるようになりました。同じように大規模な宣教集会でも、その雰囲気、その物語や訴えによって、多くの人が「自分は神から奉仕への召しを受けた」と信じるようになりました。しかし、その大部分は霊からではなく、人の魂の力から生じていたことがやがて証明されました。「そのような時、神は決して御言葉を通して訪れることはないし、御言葉を用いることもされない」とは言いません。しかし、私たちは悲劇的事実を説明し、広く行き渡っている誤謬を正さなければならないのです。


  人の魂は複雑で危険なものであり、並外れたことを行えます。後で見るように、それは私たちを完全に誤らせることができ、私たちを何度も欺くことができます。人は今や崩壊して混乱している被造物です。人を含む被造物はこの混乱のせいで虚無に服していることを、私たちは思い出さなければなりません。つまり、当初定められていた目標を実現することも、その完全な成就に至ることも不可能になっているのです。再生されていない人にとって、人生は全く茶番です。なぜなら、定められた目的に決して到達できないからです。これが、独立して自分ですべてを得ようとする試みに対する神の答えです（ローマ人への手紙八章十九～二三節）。


  これまで述べてきたことから生じるある疑問があります。一つは、アダムが陥った試練の特定の点と関係しています。もう一つは、創造の方程式に関してです。三番目は、魂のあるべき地位についてです。四番目は、現代の心理学に関して生じます。


  



  アダムの試練


  



  創造された時、アダムは罪がなく純真でした。神は彼が完全になるよう定められましたが、創造された時はまだそのように完全ではありませんでした。これを理解することが重要です。彼が神の御旨に完全に到達するには、彼の性質と目標の中に何かが加えられなければなりませんでした。人の霊を通しての神とのつながりには、一体化への潜在性や可能性はありましたが、絶対的かつ決定的な一体性はありませんでした。ですから、彼は戒めや命令という線に沿って神に従わなければならなかったのです――それは子として以上に、僕としての地位においてでした。あるいは、新約聖書における「子供（child）」と「子（son）」の区別を用いると、「この違いは生まれた者と成熟に達した者との間の相違である」と言えます。アダムの場合、子供から子へ、外的統治から内的統治へ、不完全さから完全さへ、この地位を飛躍的に向上させたであろうものは、信仰の従順による永遠のいのちでした。


  ですから、ここにいのちの木の完全な意義があります。あの木は、いのちであるキリストによって現される神の象徴だったのです。人が定められた目標に到達して、神のいのちと性質にあずかるようにさえなるのは、ただこれによります。アダムは不信仰と不従順のせいで永遠のいのちに至りませんでした。ですからあのいのちは、主イエス・キリストを信じる人々、そうしてキリストの中にあるだけでなく、キリストを自分の内に持つ人々のために取っておかれているのです。「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」（コロサイ人への手紙一章二七節）。永遠のいのちの中に、人によってまた人を通して成就される永遠の御旨に関する神の秘密がすべて見いだされます。


  次に、永遠のいのちは賜物であることを心に留めなければなりません。これをここで述べる特別な理由は、もう一つの誤謬を対処するためです。新生に関する二つの解釈があります。一つは真実であり、他方は真理をくつがえす美しい嘘です。この後者の解釈によると、霊のいのちは復興の類のものであり、神秘的な力の働きによって引き起こされる内なる活性化です。神秘的な力が魂を取り囲み、春の陽ざしが眠れる種子を目覚めさせるように魂を昏睡から目覚めさせ、既存の眠れる力を活動させるというのです――私たちがすでに持っているものを高い水準、潮流へと引き上げて、その結果、これまで及んでいなかった未活性領域を満ちあふれさせて、抑圧されていた力と機能を直ちに解放し、内側の意識や外側の奉仕に効力を及ぼすというのです。他方の真実な解釈によると、新生は全く新しい別のいのちを受けることであり、神聖な受胎という特定の行為によって上から生まれるために必要です――私たちの人間生活の中にそれまで存在していなかった全く新しい独特なものを賦与されることであり、元々私たちの内には備わっていない、独特な奇跡的誕生による、全く別のいのちであり続けます――これはキリストの場合と同じです。


  どの誤謬にも、その中に真理の要素がいくらか含まれています。それは獲物を捕らえる爪のようです。同じように、先に述べたこの誤謬も、三つのものを区別しそこなっている点に落とし穴があります。その三つのものとは、第一に魂、第二に霊、第三に永遠のいのちです。永遠のいのちは霊を死から起こし、魂を活気づけます。しかし、「全く別のものである」永遠のいのちから離れては――神によって定められた人の目標に関するかぎり――魂も霊も神に対して何の役にも立ちません。このいのちは神ご自身であり、キリストの中にあり、聖霊によります。聖霊は「いのちの霊」（ローマ人への手紙八章二節）です。神のいのちは、たとえ信者に与えられてその内に宿る時でも、依然として神のパースンの中に保たれます。「神は私たちに永遠のいのちを与えてくださいました。このいのちは御子の中にあります」（ヨハネ第一の手紙五章十一節）。信者や教会における神聖なパースンの臨在は、いのちによって表されます。神とは無関係に自分の内にいのちを持つことを狙ってアダムが行動しないよう、いのちの木は注意深く彼から守られました。そして、彼は追放されました。この象徴は明白です。このいのちは人とはかなり異なるものであり――とても神聖なものであり――ただ神にあって、神との霊的合一によってのみ、得ることができます。


  これらはみな、キリストの模範的生活、誘惑、死、復活に関する新約聖書の真理に、また、新生の性質と信者の生活に関する新約聖書の真理に帰着します。


  アダムの純真さは消極的なものにすぎなかったことがわかるでしょう。ですから、これは彼の場合の無罪性にも言えるかもしれません。ある意味、これは生涯にわたるキリストの試練に光を投じるものかもしれません。とはいえ、これを言うのは留保付きです。今は、説明のために横道にそれることはしません。


  聖潔は積極的なものです。アダムの純真さには聖潔のための能力が伴っていました。人の場合、聖潔は試みの下での忠実さの結果です。人は純真なまま試みの中に入るかもしれません。しかし、試みのまさに本質は、自分の道と神の道という二つの道のいずれかを選択する能力なのです。


  信仰、従順、神への忠実さ、神に頼って悪に抵抗することは、積極的な状態という結果になります。この状態は純真さに優ります。すなわち、特別な形でまだ罪を犯したことがないという事実に優ります。これを統括する器官は霊です。ですから、その結果は霊的聖潔か霊的邪悪さかのいずれかです。これはそれぞれ、聖霊なる神との関係と、サタンや邪悪な霊どもとの関係を示しています。そこで、アダムの誘惑と失敗の結果について見ることにします。


  



  創造の方程式（創世記二章七節）


  



  人の構成に関する創世記二章七節の記述を取り上げるにあたって、啓示の漸進性について前に述べたことを思い出していただきましょう。なぜならこれはまさに、種子の形で最初述べられたため、後で十分な光を必要とする事柄の例だからです。「この節は積極的証拠である」とは言いませんが、暗示以上のものです。後に聖書はこの暗示を証明します。いずれわかるでしょうが、私たちは創世記一章二六節の人に関する説明を扱っているのではありません。その節は、人がいかなる者かよりも、人に対する神の御旨を描写しています。つまり、人の成り立ちよりも、人の地位と職務を描写しているのです。創世記二章七節：


  
    「そして、神である主は、土地のちりから人を形造り、その鼻にいのちの息*を吹き込まれた。そこで、人は生ける魂となった。」

  


  
    * ここの単語は複数形です。この意味に関する議論や探求に踏み込んで、かなり詳しく述べることはしません。今はただ、これを指摘するにとどめます。

  


  表面上、この御言葉は私たちが述べていることと全く矛盾するかのように見えますし、人の二部分性の主張を支持しているかのように見えます。


  コリント人への第一の手紙十五章四五節にあるパウロのこの節の正確な引用を見ると、それが最初のアダムと最後のアダムの違いを描写するために使われていることがわかります。前者は「生ける魂」とされましたが、後者は「いのちを与える霊」となりました。これは私たちの助けになります。しかし、最初に構成に注意しましょう。ここに三つの点があります。


  
    （１）物質的要素：「土地のちり」
 （２）形成要因：「いのちの息」
 （３）最終的結果：「人は生ける魂となった」

  


  第一の点について議論する必要はありません。ほとんどの人は人間の物質的面を受け入れるでしょう。「アダム」はアダマ（adamah）からであり、「土から」を意味します。（この語はまた、赤土という色彩的要素も含んでいます。）


  第二の点は直ちに私たちを現在の主題に導きます。ここには二つの側面、二つの面があります。


  
    （１）「神である主」――生じさせる方
 （２）「いのちの息」――彼が用いる手段

  


  創造と注入を混同してはなりません。人の動物的部分については、被造物と創造者は性質的に同じであるという考えを支持するようなことは何も述べられていません。しかし、神のかたちであり似姿である人のあの部分には、高次の性質があります。この部分は伝達されるのであって、創造されるのではありません。方法が異なります。人の霊は創造の産物ではなく、出産の性質を帯びています。このいのちの息は人の魂ではなく、人の霊です。後で見ますが、これは生ける有機体である人と生命のない物質とを区別する抽象的な生命要素であるだけでなく、神から出ており、機能であると同時に器官、能力でもあります。聖書の一般的教えからこう結論できます、すなわち、人の中に息を吹き込んだ方、そして、この吹き込みによって人の中に魂・体のいのち、魂的・肉体的いのちを与えて人を生かし、神の究極的御旨のために神とのつながりを形成された方は、聖霊、いのちの霊だったのである、と。


  ゼカリヤ書十二章一節に、「人の霊を人の内に造られた主」という句があります。「造る」という句はヘブル語のヤツァル（yatsar）であり、「成型すること」を意味します。神は土地のちりから人の体を形造られました。神はまた、人の霊を人の内に造られました（まず「人」が存在していたにちがいありません）。これとならんで重要なのが、ヘブル人への手紙十二章九節の御言葉「私たちの霊の父」です。私たちが神の子孫であるのは、この点においてです。


  プネウマ（pneuma）、霊は、特定の独立した実体としての力を与えられています。次の例を見てください。


  
    「イエスは霊の中で知って」（マルコによる福音書二章八節）

 「彼は霊の中で深くうめいて」（マルコによる福音書八章十二節）
 
 「私の霊は喜びました」（ルカによる福音書一章四七節）

 「イエスは霊の中で喜んで」（ルカによる福音書十章二一節）

 「霊の中で父を礼拝する」（ヨハネによる福音書四章二三節）
 「彼は霊の中でうめいて」（ヨハネによる福音書十一章三三節）

 「霊の中で騒ぎ」（ヨハネによる福音書十三章二一節）

 「パウロは霊の中で迫られて」（使徒の働き十八章五節）

 「私が私の霊の中で仕えている方」（ローマ人への手紙一章九節）

 「霊の新しさの中で仕えています」（ローマ人への手紙七章六節）
 
 「人の中にある人の霊」（コリント人への第一の手紙二章十一節）

 「体では離れていても、霊の中ではそこにいて」（コリント人への第一の手紙五章三節）

 「それは主イエスの日にその霊が救われるためです」（コリント人への第一の手紙五章五節）

 「私の霊は祈りますが、私の理解力は実を結びません」（コリント人への第一の手紙十四章十四節）

 「私は霊で祈りましょう」（コリント人への第一の手紙十四章十五節）

 「預言者の霊は預言者に服従します」（コリント人への第一の手紙十四章三二節）

 「完成された義人たちの霊」（ヘブル人への手紙十二章二三節）

  


  「霊すなわちプネウマは、魂と体のいのちにすぎず、生かす要素にすぎない」と主張する人もいます。原文で「霊」を意味する言葉が「息」や「風」等といった意味で使われることもあることは承知しています。しかし、それは「魂」についても同じです。今の場合そのように使われているのは、目に見えない力や活動を表しているからです。上で述べた「霊」の箇所を「風」や「息」で置き換える人はいないでしょう。そんなことをすれば、すぐに意味が通じなくなっておかしくなってしまいます。


  魂と体の関係を私たちは説明することができません。この件に関して聖書ははっきりと多くのことを述べていますが、説明はしていません。たとえば、魂といのちは交換可能な言葉であることがしばしばですが、それは血の中にあると繰り返し述べられています。「いのちは血の中にあるからである。（中略）血がその中のいのちである」（レビ記十七章十一、十四節）。科学は全くこれを理解する助けになりません。しかし、もちろん、この事実に反駁することはできません。一つのことは確かです――いのちの属性と性質は血の中にありますが、しばらく時がたつと、血はまだあるのになくなってしまうということです。しかし、魂と霊の問題に来ると、全く異なる二つの言葉が使われているだけでなく、聖書によると、一方が滅びなくても分離可能であり、各々自分の責任、能力と運命を賦与されています。


  少なくとも推論によって、骨髄が関節より深い所にあるように、霊は魂より内側にあることがわかります（ヘブル人への手紙四章十二節）。体や肉体を通して骨に達することが容易なように、魂を通して霊に達することより、体を通して魂に達することの方が容易です。霊に本当に達してそれを対処するには、魂を刺し通して切り離す働きが相当なされなければなりません。言い換えると、肉体感覚は魂に至る容易な方法ですが、霊に到達するには神の霊の大能の力が必要です。しかし、聖霊の力と大能によって神の御言葉が打ち込まれる時だけ、魂と霊の違いが明らかにされることに注意してください。


  「人は生ける魂になった」という三番目の点を扱いましょう。第一にちりからの動物的部分、第二に神の息による霊のいのち、次に魂が述べられています。人は何になったのでしょう？「生ける魂」です。これですべてでしょうか？もしこれですべてなら、体はどうなるのでしょう？この「生ける魂」には体があります。これですべてでしょうか？いいえ！体を持つこの生ける魂には、霊があります。「生ける魂」というこの句は、物質と霊の仲介者として第一の地位にある魂の性質をよく表しています。魂は「（完全に霊である）御使いたちより低」いですが、獣より高いです。前に述べたように、コリント人への第一の手紙十五章四五節の引用が助けになります。この節は二つの点で助けになります。「最初の人、アダムは生ける魂となった」。この後半の言葉は原文では、「egeneto EIS psuchen zosan」です。このeisは興味深いです。それは場所を表し、魂は体と霊という反対の性質を持つ二つのものが出会う場所であることを意味します。パウロの文章の追加の節からはっきりと結論できるように、最初のアダムに関しては魂が体と霊の往来の場です。この節が助けになる二番目の点は、最後のアダムに関しては霊が往来の場であり支配的要素である、ということを示す点です。このように、魂は高次の性質と低次の性質を結合するものであり、体と霊を隔てるだけではありません。魂は自己（ego）です。


  本書では、「このような魂は悪いものである」、「人が魂を持つのは悪いことであり、それゆえ魂は滅ぼされなければならない」といったことを言うつもりはありません。私たちが言っているのは、「人の魂は利己的な関心で毒されてしまい、神に敵対する勢力と結託してしまった」ということです。これは、霊の中で真の覚醒が起きないかぎり、知る由もありませんし、思いもよらないことです。ですから今、私たちの魂の部分に全く基づいて生きること、また大部分それに基づいて生きることは間違いです。真に霊的な人々は、最大の敵は自分の魂であることを認めます。また、神にとっても最大の敵は人の魂です。霊が更新されて、キリストが内側に住んで統治される時――言い換えると、私たちが「御霊で満たされる」時――魂は霊の召使いとして主に仕えることができるようになり、霊の統治下で真に役立つものとなります。


  ですから、人は目覚めて「生ける魂」になりました。人は三重の意識を持ちました。第一は精神的・物質的体による世界意識、感覚意識であり、第二は魂の中の自己意識であり、第三は神意識です。神意識は何によったのでしょう？人は理性、感覚、意志によって、パースンとしての神、生けるパースンとしての神を知ることができるのでしょうか？神の御言葉はこれを否定していますし、経験的な神との生ける合一に関して、人の歴史もそれを否定しています。「探求によって神を見いだせようか？」（ヨブ記十一章七節）。哲学は「できる」と答えますが、それは信仰にとって最も致命的です。哲学は魂の活発な働きであり、おもに魂の理性の面に基づいています。哲学を学ぶことによって、多くの人が真実な活気あるクリスチャン経験を失っています。すでに形造られていた人の中に神が息を吹き込まれた時、体と魂以上のものがそこにありました。それこそ、人による神の御旨に関して決定的なものでした。魂は体と霊の出会う場所でした。魂を体に服従させるなら、すべて失われます。魂を霊に服従させるなら、すべてうまくいきます。


  要約すると、人は体と霊を持つ生ける魂になりました。人は自分自身――自己（ego）――を霊ではなく肉につけることにより、罪深い魂になりました。人の中に罪深い魂があるだけでなく、人は罪深い魂そのものなのです。


  人は自分自身から救われなければなりません。これは二つの方法で成就されます。代表としての性質を持つキリストの死は強力です。「天然の」人はその中に入らなければなりません。それは、一つの転機と過程を経ることによって、人の魂意識の中にキリストの死が造り込まれて、確立されるためです。自己のいのちに基づいて生活行動することは禁じられていることに、人は気づくようになります。他方、キリストの復活も強大な力であり、人の霊の中にあります。それが聖霊によって人の内なる部分にもたらされることにより、人は天然の人を超えた霊の人とされます。それ以降の人の立場を、使徒パウロは次のように完全に述べています。


  
    「私（天然の人）はキリストと共に十字架につけられました。生きているのはもはや私ではありません。キリストが私の中に生きておられるのです。そして私は今、肉体の中で生きているそのいのちを、私を愛し、私のために（私の代わりに）ご自身を捨ててくださった神の御子を信じる信仰によって生きます。」（ガラテヤ人への手紙二章二〇節）

  


  これこそ、「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を否み、日々自分の十字架を負い、わたしについて来なさい」（ルカによる福音書九章二三節）と未発達の真理の形で話した時に、キリストが言わんとされたことです。


  前に述べた三番目の問いを取り上げる前に、四番目の問いを取り上げた方が助けになるでしょう。


  



  第三章 心理学が通用しない領域


  



  本書の読者の多くは、心理学の立場をよくご存じでしょう。神を締め出す天然の人と、神に完全な地位を与える霊の人とを分かつ点が、まさにここにあります。なぜなら、この点に関して、人に関する聖書の記述は「科学的」心理学の結論に全く反するからです。すでに見たように、「人は霊、魂、体の三つの部分から成る」という描像を心理学者たちは認めません。彼らは、「人は魂――精神――と体だけから成る」という描像を支持しています。しかしそれでも、心理学者たちは第三の要素の存在を認めないわけにはいきません。心理学者はそれを認識し、主要な関心をもってそれに取り組み、その周囲に完全な実証的体系を築き上げ、しばしばそれを正しい名称で呼ぶ寸前のところまで行きます。しかし、そうすることは行き過ぎであり、天然の人の知性を束縛しているサタンは、他の事柄と同じようにこのことでも、この言葉が使われないように注意しています。ですから、心理学者たちはしりごみして、この特別な要素を「無意識的精神」「内的精神」「潜在的自己」「第二人格」などと呼んでいます。このような教師たちがどこまで進んでいるかを示す証拠を見てください：


  「魂は二つの部分から成る。一方は真理、信実な正直さ、理性を愛し、他方は残忍で、偽りに満ち、感覚的である。」


  「魂の中には分裂がある。」


  「魂の中に分裂が存在することは、神学の教理であるだけでなく、科学的事実である。」


  「人は二つの精神を賦与されている。どちらも独立して活動することができ、同時に活動することができる。しかしおもに、この二つは独立した力を持ち、独立した役割を果たす。一方の独自の機能は今生と関係しており、他方の機能は特に高い次元の生活に適うものである。一方を外的精神、他方を内的精神と呼んで、この二つを区別することにする。」


  「感覚を有する生物の内的精神の中に見つかる機能はどれも、その生物の近い祖先か遠い祖先の中に潜在的に存在していたにちがいない。これから言えるのは、人の内的精神の中に見つかる機能はすべて、父なる神の御心の中に可能性として潜在的に存在するにちがいないということである。」（圏点は筆者による）


  このような記述を読むと、二つの思いが胸に迫ってきます。第一は、「ああ、なぜそれを正しい名で呼ばないのだろう！」という思いであり、他方は、「異教の哲学者たちが彼らの研究領域だったこと、そして聖書が脇にやられてきたことは、なんという悲劇だろう！」という思いです。「実体をとらえてさえいれば、それをどう呼ぼうとあまり大したことではない」と思われるかもしれません。しかし、私たちは全く異なる別の二つのものを扱っているのであり、一つのものの二つの面を扱っているのではない、ということを見抜くことが決定的に重要です。神との魂の合一や交わりについて話すのは間違いです。なぜなら、そのようなものはないからです。「神との合一」は霊によります。「主に結合される者は、一つ霊です」（コリント人への第一の手紙六章十七節）。魂のいのちがどれほど高度に発達させられたとしても、霊が正当な地位と状態に戻されないかぎり、「神との合一」はありません。


  これはさらに大きな問いを開きます。


  



  再生されるとはどういうことか？


  



  これを経験しなければならない、とキリストは述べておられます（ヨハネによる福音書三章三、五節等）。


  ニコデモは物質的な疑問につまずきましたが、「肉から生まれる者は肉であり、霊から生まれる者は霊である」とすぐに教わりました。ですからまず、新しく生まれるのは体ではないことは明らかです。それは魂でもありません！「罪深い肉の体は滅ぼされました」（ローマ人への手紙六章六節）、「キリストのものである人たちは、肉をその情と欲と共に十字架につけてしまったのです」（ガラテヤ人への手紙五章二四節）。これに似た節はたくさんあるので引用しきれませんが、「肉」、「古い人」、「天然の人」等といった言葉を調べてください。この問いに対する答えの要点は、新生は神の霊によって人の霊を再び生き返らせることであり、霊に神のいのちを分け与えることであって、こうして一つのいのちによって人を内なる人の中で神と再び結び合わせることである、というものです。これはもちろん、キリストの復活のみに基づいており、それによる信者の彼との結合に基づいています。これは、贖い、身代わり、代表としての彼の死の意義を――理解はしていないかもしれませんが――信者が信仰によってすべて受け入れたことを意味します。その時から、霊は「霊の新しさの中」にあります（ローマ人への手紙七章六節）。魂は依然として、昔の恐れ、疑い、疑問、感覚などに陥ることがありえます。これは、魂は新しい魂ではないことを示しています。しかし、そうしたものよりも深い何かがありますし、神は私たちの魂よりも偉大です。新生した人の最も真実な特徴は、しばしば意識下にあります。魂や体さえも恩恵を得て祝福を享受するかもしれませんが、神は赤子の私たちを感覚から乳離れさせて、真実と彼ご自身に至らせようとされます。新しいいのちの証拠を絶えず感覚の中に持つことを必要とする人、そしてそれを要求する人は、霊的に成長せず、ずっと赤子のままです。後ほどこれをさらに扱います。魂をこのように全く二次的に位置づけたので、三番目の問いに直ちに向かわなければなりません。


  



  魂のあるべき地位とは？


  



  私たちはこれまで魂について何を述べ、何を推察してきたのでしょう？すでに指摘したように、アダムが罪を犯したのは彼の魂によってでした。その結果、悪の勢力は魂と結託するようになりました。さらにその結果、人は主として霊的なものに逆らう魂的な生き物になりました。つまり、魂が支配しているのです。このように、人は混乱した状況の中にあり、神の秩序を乱しています。これはアダムの罪によって引き起こされた広範囲に及ぶ混乱の一部にすぎません。キリストの中にある新創造では、神の真の秩序の諸原則が再確立されます。霊は生き返らされ、よみがえらされます。そして、霊の中にキリストが住まわれ、霊はキリストに結ばれます。この霊が、人の他の部分である魂と体に対する、神の統治の器官とされます。真に霊的な人や新生した人の場合、魂と体は第一ではなくなり、正当な地位に就いて、大いに効果的で有用な僕、手段となります。魂によって人は二つの方向――内側から外側へ、外側から内側へ――で機能します。魂は人間生活と交流の場であり、そのための器官です。神の事柄ですら――最初、魂はそれを理解することも知ることもできません――それが人間生活の中で実際のものとなるには、その解釈と翻訳を行って人に理解できるようにするために構成された器官が必要です。こうして、霊が独自の機能で（後で見ます）受け取ったものは、魂により実際の目的のために翻訳され、第一に受け手自身に、次に他の人に与えられます。これは、照らされた思いによって真理のためになされるかもしれませんし（知性）、喜びや愛などで満たされた心によって慰めと励ましのためになされるかもしれません（感情）。あるいは、強められた意志によって行動と実行のためになされるかもしれません（決意）。しかし、次のことを常に心に留めておかなければなりません。すなわち、私たち自身の魂から発したものではなく、神から私たちの霊を通して来たもの、神から私たちの霊に来たものだけが、神の目的に真に役立ち、永遠の価値があるのです。私たち自身の理屈が第一ではなく、啓示による真理（エペソ人への手紙一章十七、十八節 改訂訳）でなければなりません。私たち自身の感情ではなく、聖霊による喜びと愛でなければなりません。私たち自身の動機や意志力ではなく、キリストのエネルギーと力でなければなりません。前者が優位に立つなら、しばらくの間とても良好に見えるかもしれませんが、再び神の秩序は覆され、不正な状態が出現し、その成果は滅びます。


  次に、反対の方向に関してです。魂は先天的能力または後天的能力の度量にしたがって、この世界に属するものをすべて認識、評価、記憶、理解することができます。これを魂にとどめて魂だけで扱うこともできますし、高い次元にもたらして霊的な（永遠の）価値に転化させ、そのすべてを生活に役立てたり拒んだりすることもできます。霊はこのように神に触れることによって、何が善であり、何が悪なのか、何が見かけだけ良いものなのかを示します。魂は自分ではこれがわかりません。魂には、神の水準を伝達する、霊的な知性を有する霊的な器官が必要なのです。


  最高に芸術的で詩的で魂的な人々の多くは、今も昔もどうしてこんなにも道徳的に問題があり、退廃していて、情欲に満ち、嫉妬深く、虚栄心が強いのでしょう？自分以外のものをすべて見えなくさせる自我を持つ独裁者たちが、こんなにも不敬虔で涜神的なのはどうしてでしょう？多くの偉大な知識人たちがこんなにも傲岸不遜で時には異端的ですらあるのは、どうしてでしょう？その答えは明らかです。これはすべて魂なのです！彼らは裁定を下す神との霊の合一を何も知りません。ですから、あらゆることで彼ら自身の魂が最終的な判断基準なのです。彼ら全員が宇宙から神を追放するわけではありません。なぜなら、彼らは時々神に言及するからです。しかし、神と彼らの間に交流はありません。彼らに関するかぎり、神の存在に実際的な道徳的意味はありません。さしあたって、私たちはこの問題を離れることにします。


  魂は上位器官の僕として――主人としてではなく――大いに効果的で有用なものになりうるし、そうならなければならないということを、私たちは示そうとしてきました。ですから、私たちが「魂的」な人々について述べる時、それはただ「魂が優位にあること」を述べているのであって、「魂は悪いものである」とか「魂は常に邪悪である」ということを述べているのではありません。神の秩序は常に神の豊かさの法則なのです。*


  
    * 付録の「天然の人」と「古い人」に関する注釈を見てください。

  


  同時に、魂は大きな責任を持つ僕であることを、注意深く指摘する必要があります。人の自己――「私」――は、意識と理性を持つ自己のいのちとして、服従するのか自己を誇るのか、「自分のいのちを捨てる」のかそれとも度を超えて分をわきまえずに自分を高く上げて自己主張するのか、神に対して答えなければなりません。ですから、「罪を犯した魂は死ぬ」（エゼキエル書十八章四節）が神の判決でしたし、今も依然としてそうです。新生によって新しくされた霊とは全く別に、魂には神の御言葉に対する責任があるのです。


  これに関連して、できるだけはっきりさせなければならないことがあります。再生されていない人は、啓示された神の御旨を行うことができません。なぜなら、それには聖霊の力づけが必要だからです。しかし、再生されていない人にも他のすべての人にも、啓示された御旨は訴えや要求を突きつけます。これは、願いと力を受けるための姿勢を示す、という程度のことだけかもしれません。しかし、道徳的責任を持つ被造物として、神の御言葉が示される時はいつでも、私たちにはそれを行う責任があるのです。


  次に、主の民である人々に関してですが、神の御言葉を脇にやったり踏み越えたりする、特別な霊性や啓示などというものはありません。神が聖書の中であることを述べておられるなら、それは変わることはありません。私たちはそれによって立ちもすれば、倒れもします。霊的照らしによって私たちは聖書の豊かな意義の中に入り、その背後にある神の御思いと御旨を見るかもしれません。しかし、その御言葉が実際にあてはまる経綸時代に私たちがいる場合、これによってその御言葉の実際の要求が無効になることはありません。私たちはこれまで、「神の御旨に関して霊にしたがって行動しています」と主張しているにもかかわらず、誠実さ、正義、良い信仰、信頼性、謙遜さといった、きわめて明白な初等的義務にひどく反している、ある種のタイプのクリスチャンと出会ってきました。


  「それはそうなのですが、悪魔も聖書を引用することができます」と言い繕って、神の御言葉と反対の道を正当化しようとする試みにより、巧妙な心理的詭弁があらわになることもしばしばあります。そんなことはありえないように思われますし、この類のことに出会わないかぎり、「それはあまりにも信じがたくて、口にできません」と私たちは感じていたでしょう。しかし、これは私たちの主題と関係しているのです。サタンは聖書を用いて、再生されていない人をどれほどキリストから遠ざけようとするのでしょう？サタンがそうするのを、これまで聞いたことがあるでしょうか？もし聞いたことがあるなら、それはとてもまれなケースでしょう。神の御言葉を用いる方法をサタンが使うのは、神の真の子供である人々に対してです。これはなぜでしょう？これは、彼にはとても深い目的があるからです。キリストご自身の場合を例にとって、これを見ることにしましょう。


  サタンがキリストを攻撃した時、私たちの主は「こう書かれている」と言って彼を対処されました。サタンは（自分の内で）事実上こう言いました、「ああ、それがあなたの拠り所なのですね。いいでしょう。では、『神はあなたのことで御使いたちに命じて……』云々と書かれています」。サタンは直ちに、キリストを彼ご自身の拠り所に基づいて打ち負かそうとしました。彼が実際に攻撃したのはどの点だったのでしょう？主イエスは、「わたしは自分のために、また自分からは、何も持たず、何も行いません。すべては御父との関係の中に保たれなければなりませんし、したがって、ただ御父の許しによらなければなりません。そうです、すべては完全にただ神のためなのです。自分の関心、魂の満足は全く放棄されなければなりません」という立場を明確に熟慮の上で取られました。このような神への完全な明け渡しの立場から彼を動かす可能性が最もありそうなものは、提案された行動や行程を神の御言葉そのもので裏付けることだったでしょう。最後のアダムである神の御子に向かって、「神は本当にそう言われたのですか？」と言っても無駄だったでしょう。しかし、「神はこう言われました」と言うことは遙かに狡猾です。サタンが常に力を注ぐ点は、（神と結ばれている）霊か（自己指向的な）魂かの問題です。サタンが聖書を引用する場合、それは神との内なる合一を破壊するためです。しかし、神の御言葉自体は決してそんな結果にはなりません。また、ある道を進むことを自分で欲しているのでないかぎり、だれも「悪魔も聖書を引用することができます」と答えて神の明白な御言葉とは反対の道を擁護したりしないでしょうし、そんなことを考えもしないでしょう。私たちの魂のいのちはなんと自己を守り、救おうとすることか！しかし、私たちの欺きに満ちた心から私たち自身が解放されるには、神に服従してこの罠の性質や暗示に対して敏感でいることがどれほど必要でしょう。私たちはここで、魂の地位に関する全般的問いに対する鍵に触れました。二つのことが魂に起きなければなりません。第一に、魂は自己の力と支配に関して、キリストの死により致命的な一撃を受けなければなりません。神がヤコブの腿、腱に触れられてから、ヤコブがびっこのまま生涯の最後まで過ごしたように、「魂は何もできないし、何もすべきではない。神が魂の力を滅ぼされたのである」という事実が永遠に魂の中に刻印されなければなりません。次に、神のいっそう高い別の道のために、魂は僕として「勝ち取られ」、支配され、治められなければなりません。聖書がしばしば述べているように、魂は私たちが獲得すべきものであり、それに対して権威を行使すべきものなのです。たとえば、


  
    「あなたたちは忍耐することによって、自分の魂を勝ち取ります。」（ルカによる福音書二一章十九節）
 「あなたたちは真理に服従することによって自分の魂を清めました。」（ペテロ第一の手紙一章二二節）
 「あなたたちの信仰の結果である魂の救い」（ペテロ第一の手紙一章九節）

  


  魂は惑わされ、虜にされ、暗くされ、自己の関心で毒されています。この事実を理解するとき、「魂はこの人生で消滅させられるべきものである」とか「魂は滅ぼされるべきものである」などと考えないように注意しなければなりません。そのような考えは禁欲主義、仏教の一形態にほかなりません。そのような行動は通常、行き過ぎた魂性の別形態という結果になり、おそらくオカルトという結果になります。私たちの人間的本性は、すべて私たちの魂の中にあります。本性は一つの方面で抑圧されると、別の方面で逆襲します。これは多くの人が抱えている問題ですが、彼らはそれを知りません。抑圧の生活と奉仕の生活には違いがあります。御父に対するキリストの従順、服従、奉仕は、魂を滅ぼす生活ではなく、安息と喜びの生活でした。悪い意味での隷属は、完全に自分自身の魂の中に生きている人々の分け前です。私たちは奉仕に関する自分の考えを改める必要があります。なぜなら、「奉仕は束縛であり隷属である」という考えがますます一般的になりつつあるからです。しかし、奉仕は本当は神聖なものなのです。霊性は抑圧の生活ではありません。これは消極的です。霊性は積極的です。霊性は新しい特別な生活であり、自分を治めようと奮闘する古い生活ではありません。魂は顧みを受ける必要がありますし、新しい高い知恵を学ぶようにされる必要があります。私たちが神と共に完全に歩もうとするなら、知識、理解、感覚、行動のための魂の力や能力はすべて終わらされ、私たちは――この面で――困惑し、茫然自失し、何もできずに立ちすくむでしょう。これを受け入れられるかどうかにかかわらず、これは事実です。次に、新しい別の神聖な理解力、拘束、力が私たちを前に進ませ、私たちを前進させ続けます。このような時、私たちは自分の魂に言わなければなりません、「私の魂よ、神の前に静まれ」（詩篇六二篇一節）、「私の魂よ（中略）神に望みを置け」（詩篇六二篇五節）、「私の魂よ、私と共に来て主に従え」。しかし、魂が霊に従うよう拘束され、その証しとして高い知恵と栄光を知覚する時、なんという喜びと力があることでしょう。「私の魂は主をあがめます。私の霊は救い主なる神を喜びました」（ルカによる福音書一章四六節）。霊に関しては完了形が使われており、魂に関しては現在形が使われています――時制に注意してください。


  ですから、満ち満ちた喜びに至るには魂が必要です。魂は暗闇と自分自身の能力の死を通されなければなりません。それは崇高で深遠な現実――霊がそのための第一の器官であり機能です――を学ぶためです。


  あなたの魂を抑圧したり、さげすんだりする生活を送ってはなりません。そうではなく、霊の中で強くありなさい。それはあなたの魂が勝ち取られ、救われ、あなたの満ち満ちた喜びに役立つものとされるためです。主イエスが望んでおられるのは、私たちの魂に安息があることです。これは彼のくびき――合一と奉仕の象徴――によって実現されます。


  ある人々のように、魂は奉仕に大いに役立つでしょう。主人としてではありません。魂は主人になることを願いますが、神が自分の上に課された制約に対して盲目です。魂は「自分はできる」と考えますが、神は「できない」と言われます。しかし、魂が自分のあるべき地位に就いて、自分の関心をキリストの死という禁令の下に置くなら、魂は大いに有用な僕になれるのです。


  



  第四章 聖化の性質


  



  聖化の問題を完全に考察することはできませんが、魂と霊の違いという光の中でこの問題を見るなら、誤った観念によって引き起こされた混乱の大部分はきっと取り除かれるでしょう。なぜなら、魂と霊の違いこそ、この問題の鍵だからです。聖化は再生の継続にほかならず、再生は聖化の始まりにほかなりません。ですから、聖化は新生と同じ領域の中にあるものとして理解されなければなりません。すでに述べたように、新生において上から生まれるもの――再び生まれるもの――は魂ではなく霊です。


  魂は最後まで悪になびきやすいままです。この事実は聖化に関する教理全体の基礎です。なぜなら、新約聖書は霊の主導による霊の発達を大いに勧めているからです。人の性質の中には聖潔に敵対するものが常にあります。私たちの聖潔は定まったものでも変わらないものでもなく、漸進的なものです。失敗する可能性やそのおそれがなければ、試練、試み、懲らしめ、苦難には全く意味がなくなります。拡大はこれまで戦いによりましたし、常にそうです。明白な悪や罪を性質の中に実際に持たなかった方は、ただひとりしかいません。


  聖化の問題は、これまでひどく紛糾してきました。なぜなら、実は聖化を第一に扱っているわけではない特定の聖書の箇所が根拠とされてきたからです。


  



  ローマ七章とヨハネ第一の手紙などの問題


  



  たとえば、ローマ七章とヨハネ第一の手紙があります。全文を引用することはできませんが、目につく箇所を抜粋することにします。


  
    「律法は霊なるものです。（中略）私は肉です（中略）私は自分のしていることがわかりません。なぜなら、私は自分の欲することを行わず、かえって自分の憎むことを行っているからです。（中略）私は自分の中に、すなわち、自分の肉の中に、善なるものが住んでいないことを知っています。なぜなら、私は善をしようと欲するのですが、善を行うことはないからです。」「私は、内なる人によれば神の律法を喜びますが、自分の肢体の中には別の法則があって、私の思いの法則に逆らって戦っており、私の肢体の中にある罪の法則の中に、私を虜にしているのを見ます。ああ、私はなんと惨めな人でしょう！誰がこの死の体（または、死のこの体）から私を救い出してくれるのでしょうか？私たちの主イエス・キリストを通して神に感謝します。このように、私自身、思いでは神の律法に仕えていますが、肉では罪の法則に仕えているのです。キリスト・イエスの中にある者には、罪定めがありません。それは律法の要求が、肉にしたがってではなく、霊にしたがって歩く私たちにおいて、満たされるためです。（中略）霊にしたがう者は、霊の事柄を思います。（中略）霊の思いはいのちと平安です。（中略）しかし、神の霊があなたたちの中に住んでおられるなら、あなたたちは霊の中にいます。（中略）キリストがあなたたちの中におられるなら、（中略）霊は義のゆえにいのちです。霊によって体の行いを殺すなら、あなたたちは生きます。」（ローマ人への手紙七、八章）
 
 「もし、自分には罪がないと言うなら、それは自分を欺いているのであって、真理は私たちの中にありません。」「もし、私たちが自分の罪を告白するなら、彼は信実で義であられるので、私たちの罪を赦し……」「もし、私たちが罪を犯したことがないと言うなら、彼を偽り者とするのであって、彼の言葉は私たちの中にありません。」「すべて罪を犯す者は、また不法を行います。」「すべて彼の中に住んでいる者は、罪を犯しません。すべて罪を犯す者は、彼を見たことがありませんし、彼を知ったこともありません。」「罪を犯す者は悪魔から出ています。」「すべて神から生まれた者は、罪を犯しません。なぜなら、彼の種が彼の中に住んでいるからです。」（ヨハネ第一の手紙一章八、九、十節：三章四、六、八、九節）

  


  表面上、この後者の御言葉は重大な矛盾を呈しているように見えます。しかし、神の御言葉に矛盾はありえませんから、この御言葉がすべて成り立つ何らかの方法があるにちがいありません。


  しかし、最初に繰り返し言いますが、これらの御言葉は第一に聖化との関連で書かれたわけではありません。ローマ人への手紙七章は義認と律法からの解放に関して書かれました。ヨハネ第一の手紙は真実のキリスト教と偽りのキリスト教、真実の新生、ある人々の「自分はクリスチャンである」という主張に関して書かれました。この二つの分類は、「私たちは知っています」「……と言う者は」という二つの句によって示されています。一方は生ける経験を示しており、他方は事実ではない主張を示しています。ヨハネの場合、背教が視野にありました。


  しかし、両者に共通する点が一つあります。それは新生の性質と、その後の人生におけるその作用です。聖化は性質上再生と同じですが、再生の結果であり、再生の漸進的作用です。ですから、ローマ人への手紙七章は八章に至りますし、ヨハネ第一の手紙では「歩く」「住む」「行う」といった主要な言葉が記されています。これについては再び触れることにします。


  



  ローマ七章の経験の位置


  



  私たちはまずこの章を位置づけなければなりません。この章は人の人生、経験のどの部分に属するのでしょう？これは聖霊の内なる働きがない人の経験でしょうか？それとも、霊的に生かされている人の経験でしょうか？これは後者だと思います。この結論にはいくつか理由があります。第一に、この手紙は信者に向けて書かれました。その信者の中には、律法と訣別していないユダヤ人の回心者たちがいました。一方において、彼らは不安定で落ち着かない不確かな霊的生活の状況にあり、日々の経験に関してはどっちつかずで、失敗と悔い改めを延々と繰り返し、ほとんど勝利を諦めかけていました。他方において彼らは、「キリスト・イエスの中にある」ことの真の意味に関する光と教えをさらに必要としていました。彼らは自由ではなく、解放されていませんでした。それはキリストの死と復活に関する不適切な理解のためでした。すなわち、身代わりとしての面に加えられる、代表としての面に関する不適切な理解のためだったのです。第二に、パウロはキリストとの一体化の真の意味をすでに述べたので（六章）、さらに進んで、その結果は信者の肉と霊の間に一線を引くことであることを示し、「歩み」は霊の中においてでなければならないと要求します。これに失敗するなら、七章で述べられている状態に常に陥ります。コリント人への第一の手紙やガラテヤ人への手紙に見られるように、新約聖書の時代ですら、この状態はクリスチャンの間で一般的ではない状態ではありませんでした。この状態のために、新約聖書の大部分が書かれたのです。


  



  霊の覚醒の効果


  



  第三に（これはかなり強力な論拠です）、使徒は長い年月の後に書いた手紙の中で、「再生されていない頃、律法の義に関する自分の立場は『責められるところのない』ものだった」と言いました（ピリピ人への手紙三章を見よ）。彼は自分をローマ七章の中に置き、そこで「律法はひどい重荷であり、自分を打ち、自分を殺しました。自分は律法に耐えられませんでした」と言います。「責められるところのない」彼が、律法の重荷の下で「ああ、私はなんと惨めな人でしょう」と叫びました。何かが起きて彼の満足を乱し、彼を荒れ狂う内乱を内側に抱える分裂した人にしたにちがいありません。再生されていない人の場合、良心は儀式や律法の遵守の影に隠れていました。律法の形式や儀式を厳格に遵守することにより、良心は「平和がないのに平和だ、平和だ」と言って、偽りのまやかしを行っていたのです。しかし霊の覚醒の時が来る時、そんなことはもはや続けられなくなります。良心はこれ以上欺くことはできません。魂の側で罪を弄ぶことはあるかもしれませんが、覚醒されて生かされた霊は自分の魂を憎み、忌み嫌って、ありのままを述べます――つまり、罪を罪と呼ぶのです！道徳の埋め合わせとして儀式的律法を扱う代わりに、霊は道徳こそ重要なものであり、「従うことはいけにえにまさり、耳を傾けることは雄羊の脂肪にまさる」（サムエル記上十五章二二節）ことを見ます。


  



  二つの悪の可能性――ローマ七章またはアンチノミアニズム


  



  キリストの死と復活の意義や価値を知らず、しかも信仰による一体化の真理を知らないなら、二つの恐ろしいことの一方がそれに続くでしょう。一つは、ローマ七章に記されているような経験、奮闘と渇望と敗北の経験であり、キリストを信じる信仰が後退する恐れとクリスチャン生活に対する深い失望であり、絶望と陰惨さにますます近づいていきます。さもなければ、アンチノミアニズム（antinomianism）として知られている、良心を焼き、霊を殺す、あの恐ろしい悪が入り込むでしょう。その教理がどういうものかここで述べるのはためになるでしょう。アンチ（anti）という言葉は反対を意味し、ノモス（nomos）は律法を意味します。この語句は最初ルターによって、「道徳律はクリスチャンに対して拘束力を持たない」と信奉していたジョン・アグリコラに従う者たちの名称として用いられました。しかし、ルターの時代に名前がつけられる遙か昔に、こうした考えはすでに存在していたのです。キリスト教の初期の時代、「福音の経綸時代下でも律法は有用であり、拘束力を持つ」ということを否定する人々がいました。使徒の時代でもこの原理が働いていたことが、新約聖書の中のいくつかの節からわかります（ローマ人への手紙三章八、三一節：六章一節：エペソ人への手紙五章六節：ペテロ第二の手紙二章十八、十九節）。というのは、使徒たちはこれらの節の中で回心者たちに対して、自分たちの教えを放蕩の言い訳として誤用してはならないと警告しているからです。この教理の中心には、信仰による義の教理の誤った解釈があります。「霊的であるなら、道徳上の行いがどうだろうと、その人の性質は堕落させられることはない」「邪悪な行いをしても、選ばれている人は罪を犯したことにならない」と教えさえする人々も過去にいたのです。


  さて、熟慮の上でこのような教理を支持する人はだれもいないでしょう。しかし、その原理は全く同じように働くおそれがあります。信仰による義、キリストの内に究極的な全き完全さを持つこと、究極的堅忍すなわち一度恵みの中に入ってしまえばいつまでも恵みの中にあること、といった信条は――奇妙なことに――誤って信奉するなら、厳しい律法的な種類のキリスト教を生み出し、あからさまに邪悪なものや疑わしいもの、あるいはキリストの恵み深さにかなうものとは別のものを多く生じさせるのです。


  



  聖化の教理


  



  互いに相容れない二つの聖化の教理を聖書から組み立てることができます。一つは次のようなものです、「私たちの聖別はキリスト・イエスの中にあり、完璧で完全なものです。彼を私たちの聖として客観的に受け入れて、彼が私たちのために神のあらゆる要求や要請に応えてくださることをただ信じなければなりません。私たち自身は聖ではありません。個人的な聖潔の問題に熱中することは、信仰に反することにほかならず、不健全な内省や主観主義にほかなりません。私たちの状態とは関わりなく、彼の十字架は神の目によしとされることを行ったことを、私たちは信じなければなりません。『イエスを見つめること』すなわち信仰の姿勢こそ、絶望と不安からの解放の道であり、唯一の解放の道なのです」。はばからずに言いますが、このような立場は混合したあいまいな立場です。この立場は特定の輝かしい真理を用いて、同じように輝かしい他の真理をぼかしているのです。この立場に立つ人は、自分の守りを破られないよう常に警戒している必要があります。自分の立場が損なわれていないかどうか、常に見回らなければなりません。罪とその結果である恥の中に落ち込むとき、あるいは、もっと好ましい別の教えの立場やそれを持っている人と出会うとき、問題が持ち上がります。彼らは自分が代わりの立場を受け入れられないことを知っています。その立場は彼らにとって他の極端に走っているものだからです。そのため、彼らは完全には満足できない立場を貫き通さなければなりません。


  もう一方の教理には様々な言葉や語句の形式があり、わずかな違いがありますが、次のようなことを意味します。「聖化はすべての罪を根こそぎにし、根絶し、清め、滅ぼすものなので、きよめられた人は罪を犯しませんし、犯すことができません。罪の性質は完全に対処されました」。この見解を保持する人にとって、聖化――ここで述べた意味の聖化――は新生と同じように一つの行為であり、ある瞬間の決定的経験であって、信仰によってそのようなものとして受け入れるべきものです。


  ここでまた言わねばなりませんが、この教理には混合があり、その立場はとても多くの信者を混乱と絶望の中に陥れてきました。これらの立場は両方とも根拠として聖書を用います。聖書を見ると、表面上そのような根拠があるように思われます。


  ヨハネの手紙から引用した節には矛盾があるように見えます。


  
    「もし、自分には罪がないと言うなら、それは自分を欺いているのであって、真理は私たちの中にありません。」
 「罪を犯す者は悪魔から出ています。」
 「すべて罪を犯す者は、彼を見たことがありませんし、彼を知ったこともありません。」
 「すべて彼の中に住んでいる者は、罪を犯しません。」
 「すべて神から生まれた者は、罪を犯しません。（中略）彼は罪を犯すことができません。」

  


  これらの御言葉はすべて、クリスチャンに宛てられていると見なされなければなりません。これは一章七節によって証明されると思われます、「私たちが光の中を歩くなら（中略）御子イエスの血が、すべての罪から私たちを清めます（ギリシャ語では、清めます、または、清めています：現在進行形）」。


  ですから、ここに立場があります。神の子供は光の中を歩み、自分の罪を告白し、罪深さを認めなければなりません。そうする時、血は清め続けます。同時にこう記されています、「罪を犯す者は悪魔から出ています」、「すべて罪を犯す者は、彼を見たことがありませんし、彼を知ったこともありません」。しかしまた同時に、「すべて神から生まれた者は、罪を犯しません。（中略）彼は罪を犯すことができません」とあります。


  明らかな矛盾をやりすごす通常の方法は、翻訳を直すことです。これは確かに助けになりますが、最終的解決にはなりません。これらの節をもっと正確に逐語的に訳し直すことによって、この方法の助けを借りることにしましょう。英語読者は、特定の箇所では同じ英語の言葉に対して異なるいくつかのギリシャ語が使われていること、そして、あるギリシャ語は英訳された言葉より多くの意味を持つことを理解するでしょう。


  （ヨハネ第一の手紙二章二九節）「すべて義を行う（行っている）者は、彼から生まれています。」


  （ヨハネ第一の手紙三章四節）「すべて罪を犯す（犯している）者は、不法を行います。」*


  
    * 「現在活動中の原理（poion）は習慣的行いを意味する。」（Ａ．Ｔ．ロバートソン）

  


  （ヨハネ第一の手紙三章六節）「すべて彼の中に住んでいる者は、正しい道から迷い出ません（正しい道を失いません）。」（「罪を犯しません」はギリシャ語ではハルマルタノ（harmartano）です。これは正しい目標、正しい道を失うことを意味します。）あるいは、「すべて彼の中に住んでいる者は、目標を失ってはいません。」


  （ヨハネ第一の手紙三章七節）「義を行う（行っている）者は義です。」


  （ヨハネ第一の手紙三章九節）「すべて神から生まれた者は、罪を犯していません（目標を失っていません）。なぜなら、彼の種が彼の中に住んでいるからです。彼は罪を犯していることができません。」（道徳的逸脱）


  実際に使われている言葉を知ることから得られる助けはおもに、「行う」という言葉が習慣的な行いや現在の――恒常的な――行いを表すということです。


  



  聖化に至る真の鍵


  



  しかし、これですべての問題が解決するわけではありません。ですから私たちは、「この矛盾に対する鍵は魂と霊の違いである」と言います。すでに述べたように、再生で始まることは聖化で継続します。聖化する力である贖いの継続的働きのおかげで、再生された霊は主を求める新たな願いを持つだけでなく、聖潔を求めて努力します。霊が再び新しくされて生かされる時、何かが起きます。この霊自身は、人の中の神（霊）のかたち、神（霊）の似姿です。霊は死んでいました――つまり、霊は神の中にある自分のいのちから分離され、神聖な方法で機能することを全くやめていました。聖霊は贖いの効力により、まず霊を洗って生かすことにより霊を再び新しくし、キリストの中にある神のいのち（永遠のいのち）を霊に分け与え、そうして霊を性質上神と一つにし、神との交わりにあずからせます。このように対処される時、霊は神の種になります。あるいは、神の種を持ちます。使徒によると、この神の種は罪を行うことができません――「罪を犯すことができません」。この新しい「内なる人」は罪を犯していることや、罪を行っていることができません。多くの人が抱えている矛盾は、信者の中には二つの性質、いのちの二つの泉があるということです。一方は甘い水を出し、他方は苦い水を出します。聖書は、一つの泉が甘い水と苦い水を出すことはできない、と言っています。「エチオピヤ人がその皮膚を、ひょうがその斑点を、変えることができようか？」（エレミヤ書十三章二三節）。ですから、二つの泉があるにちがいありません。


  天然のいのちの泉である魂は、毒されており不純です。魂は、その中の「肉」のように、常に悪になびきやすいままです。魂は絶えず服従させられて、勝ち取られるべきものであり、最終的に救われるべきものです（ヘブル人への手紙十章三九節など）。


  再び新しくされた霊には善への傾向があります。霊の行路は本来上向きです。霊の中のいのちは霊をその源――神――に引き寄せます。霊は肉から出たすべての動きを裁き、罪に定めます。霊は、内住する聖霊によって力づけられているので、その人全体を神に向かわせようと努力します。霊は神聖なパースンになることはありませんが、霊の性質は神聖です。「新創造がある」（コリント人への第二の手紙五章十七節）のはこの部分であり、「創造した方のかたちにしたがって新しくされつつある」（コロサイ人への手紙三章十節）のはこの部分です。


  他の箇所で指摘したように、これは魂のいのちや動きよりもずっと深い現実であり、天然の私たち自身に対して絶えず自らを示します。霊的経験には段階があり、ある理由によって、場合によって顕著になったり、そうでなくなったりします。最初の段階は大きなあふれんばかりの喜びであり、素晴らしい解放感を伴います。この段階では、完全な解放、最終的勝利といった大袈裟なことがしばしば言われます。聖霊が内に到来することに伴って、究極的保証が与えられることもしばしばあります。聖霊はこの保証であり、人の霊の中への彼の来臨は栄光をもって祝されます。


  次に、内なる葛藤をおもな特徴とする段階が訪れることもありますし、実際そうなることがしばしばです。この段階の大部分はローマ七章に属します。この段階は主の御手の下でいくつかの結果に至ります。第一に、ローマ六章にあるようなキリストとの一体化に関するいっそう豊かな知識に至ります。初めからこれを教わる人は幸いです。


  



  聖化と教育は共に進む


  



  次に、霊的教育の道が始まります。ヘブル人への手紙十二章一～十三節が明らかにしているように、聖化と霊的教育は一つです。この二重の行程における進歩は、霊の成長によって特徴づけられます。霊が最初生かされる時、霊はほとんど存在を示せません。魂や体に対する主導権を示せるところから、かけはなれたところにあります。聖化の進展は霊の成長によって特徴づけられます。霊は自分の優位性を示し始め、肉体の動物的いのちに自分の限界をわきまえて神に従うようにさせます。聖化が進むほど、霊的知性、力、いのちがますます顕著になり、ついには来たるべき時代の「神の子らの出現（中略）御子のかたちへの同形化」（ローマ人への手紙八章十九、二九節）に達します。この教育と聖化は、「肉にではなく、霊にしたがった」歩みの結果です。コリント人への第一の手紙三章が示すように、このような歩みは肉的性質や幼児性からかけはなれたところに至ります。


  この行程では、明確な素晴らしい経験によって特徴づけられる転機があるかもしれません。しかし、そのような経験で終わりではありません。すべての人が、さらに大いなる豊かさに至る成長を遂げなければならないのです。何年も前の一度きりの転機や経験にすべてを結びつけて、そこで止まってしまうのは致命的です。ですから、魂と霊の区別は聖化に至る真の鍵なのです。なぜなら、聖化は無罪性のように消極的であってはならず、霊的理解力や責任と共に進むという意味で積極的でなければならないからです。子たる身分は全く聖化に伴うものであり（ローマ八章を見よ）、神の家における霊的・道徳的責任の問題です。私たちは「子供（children）」に生まれ、「子（sons）」にされます。新約聖書では、「子にすること」は外の者を家族の中に入れることではなく、生まれた者が成熟に達して、「権利」を持つ責任ある父の代理人とされることです。ローマ七章は律法による罪定めと関係しています。霊的覚醒のゆえに死は恐ろしくて耐えられない現実のものになりましたが、ローマ七章ではこの死からの解放が大きな問題です。ローマ六章は、死と罪定めからのそのような解放はキリストの死と復活との結合によることを示します。ローマ八章は、律法を外側から内側に、外から課せられる義務から内に与えられる力に転換します。こうして、生ける神の霊により霊の中に新しい契約が記されます（コリント人への第二の手紙三、四章）。


  パウロが思い描いていたことを再び見るなら助けになるでしょう。彼の念頭にあったのは闘技場の剣闘士でした。（この手紙はローマ人に宛てられたものであることを思い出してください。それでローマの馴染み深い光景が用いられたのです。）勝利した剣闘士に審判が「殺せ」という意味の「親指を下に向ける」合図をしたら、剣闘士は犠牲者の体を引きずって闘技場を一周しなければなりませんでした。それは観客が拍手喝采するためでした。それは恐ろしくて忌まわしいことであり、そうしなければならなかった人は出口に到着することを願ったでしょう。パウロは、そのような人が自分に向かって「ああ、私はなんと惨めな人でしょう！誰がこの死の体から私を救い出してくれるのでしょうか？」と言い、次に出口を見つけて「神に感謝してここを通ります！」と叫ぶのを想像しました。これがクリスチャンの真理に用いられたのです。「惨めな人」のための出口は「私たちの主イエス・キリストを通して」でした。これは彼の死と葬りと復活を通してであることが、さらに詳しく説明されています。ですからキリストの死は、信仰の思慮深い同一視を通して、聖霊により信者の生活の中に適用されるべきものなのです。次にキリストの復活も同じように現在の力、解放する力であること、信者がそれにより霊によって肉の行いを死に渡す力であることが示されます。


  



  第五章 キリスト教界が欺かれる領域


  



  懸案の問題に関して、この重要な区別をしそこなっている最大の失敗は、おそらく、神秘主義と霊性の違いに関するものです。これについては、この世が誤解しているだけでなく、キリスト教界も欺かれています。実に、自分をクリスチャンと見なしている人々の圧倒的大多数は、一方の（美意識にこだわる）神秘主義や禁欲主義（自己否定の実行）と、他方の霊性とを区別できないのです。実際のところ、これらは二つの全く別の領域に属しており、神の御言葉は両者を区別して明確に切り分けています。


  カインと「カインの道」について話す時、私たちは嫉妬と悪意から発した彼の殺人行為をすぐに思い浮かべます。神に対する彼のいらいらした、気むずかしい、短気で不機嫌な態度や、無礼ですらある態度を思い出します。しかし、思い出すべき別の面があります。私たちはカインに対して公平でなければなりません。さもないと、要点をすべて見失ってしまいます。カインは神を排除したり、無視したりしませんでした。彼はいわゆる不敬虔な人ではありませんでした。神を認識していました。次に、彼は神に祭壇を造りました。さらに彼は間違いなく、重労働で得た最上の収穫を神にふさわしいものとして選んで持ってきました。宗教上の信心深さがそこにありました。カインは自分の美意識で礼拝しました。それなのに、弟を殺害したのです！キリストの時代、ユダヤ人も同じことをしました。キリスト教界――その建物、儀式、音楽、飾り、照明（または暗がり）、口調、雰囲気、衣服など――は大部分この美意識によって構成されています。すべて魂に属しています。しかし、カインは神に至りませんでした！ユダヤ人もです！霊的な死がこの領域をしるしづけています。決心と「高尚な」考えや願いを生み出す強烈な感情があるかもしれませんが、当事者の性質に真の変化は何もなく、心地よく感じさせる魂の自己満足をいくらかでも維持するために、何度も繰り返さなければなりません。宗教はみな、この魂的な特徴を多かれ少なかれ共通して持っています。この点で、多くの宗教的な人々が致命的な間違いを犯してきました。彼らは、「他の宗教も間違いなく信心深く誠実なものなのだから、それに干渉するべきではない。むしろ、その中の長所を認めて受け入れるべきである」と主張します。これは聖書が「霊的である」と述べているものと宗教との混同です。宗教は高い水準に上ることもできますし、恐ろしい堕落に陥るおそれもあります。どちらにせよ同じことです。しかし、宗教は決して人間の水準を超えて上ることはできませんし、決して神に至りません。サタンの最高の欺きのゆえに、宗教は神の真の御思いに対する最大の敵になりかねません。禁欲主義は唯美主義と同じく、真に霊的なものではありません。厳格さ、自制、断食、堅苦しい冷ややかさなどは、その反対のものと同じく、神に訴えるものではありません。単純さは神に機会を与えるかもしれませんが、必ずしも霊的なものではありません。それは好みの問題かもしれません。詩や音楽や芸術の中の崇高な思想や観念が、道徳的退廃や不品行を伴うおそれがしばしばあるのです！


  神秘主義者の認識や解釈はなんと真理に迫りうることか！想像力はなんと素晴らしいものを見ることができ、聖書の中にさえ見ることができることか！一人の支配的な魂が聴衆や会衆全体に、なんという恐れ、驚き、陶酔感を与えられることか！しかし、これはみな神聖な永遠の結果を伴わない偽りの世界かもしれません。そのようなものがこの地上の生活を構成し、地上の生活の単調さを和らげるかもしれませんが、この地上で終わります。私たちはなんという人工的な世界に生きているのでしょう！音楽が流れ、ロマンチックなもの――ドレスや金ぴか物――があり、人の個性が行進している時、高ぶりや敵対心がどれほど現れるのかを、また、信じ込ませようとする力がどれほど状況の中に入り込むのかを見てください！まさに、人工的な世界です。私たちはその中におり、その後の反動を知っています。


  なんと虚ろで空しい死海の実でしょう！この通俗劇の悲劇は、多くの人にとってこれが「実際生活」であることです。この魂の世界は悪魔の模造品です。それはどこで見つかったとしても、また宗教と関係があってもなくても、すべて偽りです。


  私たちの間にいる人たちで、この世の泉から味わったことのある人たちなら、あの魂の性質に関するかぎり、この世にあるものと宗教の中にあるものとの類似性に気づいています。それは領域の違いの問題であって、性質の違いの問題ではありません。世の音楽や劇が一方で生み出すもの――魂の鼓舞、高揚、渇望：情熱、涙、軽蔑、憎しみ、怒り、憂鬱、喜びなど――はすべて同じものであり、後援者と舞台が違うだけです。実のところ、それは過ぎ去ってしまい、私たちはそれ以上進めません。多少ましな音楽、説教者の交代、不案内な場所、やや多めの感動は、おそらく私たちの魂を刺激するでしょう。しかし、私たちは結局どこにいるのでしょう？サタンは仮面の下でどれほど笑っていることでしょう！ああ、実際が必要です、永遠の実際が必要です！ああ、この世に関するかぎり、美や崇高なものに対する鋭い感覚を持つ高い教養のある魂の方が、卑しい者よりも遙かに好ましいのですが、これは必ずしも、そのような人が神――パースンとしての神――に関する個人的な生ける知識を持っており、真に新しく生まれているかどうかの基準ではないということを、人々が見ることができますように！オカルト主義――普通の人よりも深く見抜く力、大部分の人が感じないものを感じる力、深遠なものを扱う力、見えない力に触れる力――は、神聖な意味における霊性ではありません。魂の領域は複雑で危険なものであり、多くの人をどん底から引き出すことはできますが、次に彼らを道徳的、精神的、肉体的破滅の中に陥れて、いっさいの希望を失わせてしまうのです。


  「リバイバル」のために祈る時、自分が何を求めているのか、そしてそれを促進・推進するためにどのような手段を用いているのかに、注意しましょう。


  魂の機能について詳しく扱ったので、ここで霊の機能についてさらに少し踏み込まなければなりません。


  



  人の霊の属性


  



  魂が理性、愛情、意志の三つから成るように、霊も三つのものから成ります。霊の属性は良心、交わり（礼拝）、直覚です。


  
    「人の霊は主のともしびです。」（箴言二〇章二七節）
 
 「律法を持たない異邦人が、律法にある事柄を天性のままに行うときは、律法を持たなくても、自分自身が自分に対する律法なのです。彼らはこのようにして、律法の働きが自分たちの心に記されていることを示しています。彼らの良心も共に証しして、彼らの思いは互いに責め合ったり、弁明し合ったりしています。」（ローマ人への手紙二章十四～十五節）

  


  アダムが罪を犯した時、彼がそうしたのは、自分にとって健全な正しい根拠や理屈に思われた事の結果であり、また、正しく望ましい判断に思われた事の結果でした。しかし、そのように行動するやいなや、彼は自分の内側の器官が起き上がって、自分の判断、理屈、「良い（？）動機」を罪に定めるのに気づきました。その後、彼は罪定めの感覚の下で生活しました。良心は彼を責め、彼に弁明させましたが、彼を神の恩寵に回復することはできませんでした。しかし、良心は彼の意識の中にずっと神を保ちました。このように、自分の魂の中に生き、それによって完全に支配されるとき、安息も真の生活もありません。自分の意志の力で自分の理性、思い、願いに強く働きかけることにより、あるいは、自分の意志を自分の感情や愛情に屈服させることにより、内側にほとんどあるいは全く葛藤がなくなるほど良心の声を抑えつけることも可能です。しかし、「日の涼しいころ、園」の中に神が来られる時、言い換えると、私たちが神に関する生ける知識を求める時は常に、私たちは以前のこの考え、以前の理屈、以前の情愛的な生活に関して散々な目に遭うことになります。しかし、「人の良心は無謬であり、常に正しい」と言っているわけではありません。そうでないことは確かです。完全に間違った偽りの善悪の感覚を持つおそれもあります。サタンは良心を欺くことができます。私たちはただ、霊の属性の一つである良心とは何かを指摘しているにすぎません。良心が――自分の行く手にあるものを人に気づかせるだけでなく――神によって定められた神に関する自分の目的をすべて果たすには、（霊全体と共に）神の中で再び新しくされて、聖霊に結合されなければなりません。キリストは良心に対する神の完全な基準です。キリストとの結合こそ、霊による生活の唯一の基礎です。「キリストは私たちに至る神からの知恵、義と聖と贖いとされました」（コリント人への第一の手紙一章三〇節）。キリストを信仰によって受け入れて、神の御前における私たちの立場が自分がいかなる者かではなくキリストがいかなる方かに基づくようになる時、私たちはこの「くびき」によって「自分の魂に安息を得ます」（マタイによる福音書十一章二九節）。なぜなら、私たちの「心は邪悪な良心からすすがれた」からです（ヘブル人への手紙十章二二節）。人の霊全体と共に、良心は上から生かされ、復活させられ、照らされ、調整され、関係づけられなければならないのです。


  霊と真理による礼拝についてはすでに述べたので、続いて直覚による霊の機能を見ることができます。この点に関して、魂と霊の違いは明白であり、はっきりしています。霊は霊的知識の器官であり、霊的知識は天然的知識や魂の知識とはかなり異なっています。神はどのようにして物事を知るのでしょう？どのような方法で結論や決定に至るのでしょう？どのような知的立場に基づいて神は宇宙を運営しておられるのでしょう？帰納的、演繹的、哲学的、論理的、比較的推論によってでしょうか？間違いなく、そうした頭脳労働と神は無縁です。彼の知識や結論は直感的です。直覚は霊的知性の機能であり、それによってすべての霊的存在が働きます。御使いたちが神の御旨に仕えるのは、その御旨を直感的に識別することによるのであって、議論や理屈で確信に至ることによってではありません。この両者の違いは、霊的達成のあらゆる記念碑によって証しされています。人の理性、天然的判断、「一般常識」が支配的な法則だったなら、神から霊感を受けた偉大な働きのすべてではないにしても、そのほとんどは決してなされなかったでしょう。神と共に親密に歩み、神との生ける霊の交わりを持っていた人々は、そのような目標への導きを直感的に受けたのです。その正しさは天然的理性によっては承認されませんでした。むしろたいていの場合、そのような天然的理性は反対したのです。「気が狂っている」というのが、たいていの場合、この世の「知恵」の判決でした。天然の思いが霊の思いを支配するのを、彼らがアブラハムのように許すときはいつでも、彼らはとまどい、麻痺し、助けになる感覚的な「エジプト」の方法を求めてあたりを見回しました。こうしたいっさいのことで、私たちは肉によってではなく「霊によって義とされ」ます。霊と魂は独立して働きます。霊の思いが天然の思いに対して完全に優位を確立するまで、両者はつねに争い、あい反します。神から出ている、したがって霊的ないっさいのことで、「肉の思いは死ですが、霊の思いはいのちと平安です」（ローマ人への手紙八章六節）。ですから、これが霊的知識の性質です。


  私たち自身にとって霊的価値を持つ神知識、あるいは私たちの務めを通してもたらされる他の人にとって霊的価値を持つ神知識は、聖霊の啓示によって私たち自身の霊の中に与えられる神知識だけです。神は決して――最初から――人の理性に説明したりはされません。また、人は決して――最初から――理性によって神を知ることはできません。キリスト教は啓示です。そうでなければ無です。神の新しい子供の場合も、みなそうでなければなりません。さもないと、信仰は試練の日に耐えられない根拠に基づくことになってしまいます。


  宗教、哲学、真理の体系、道徳的・倫理的教義として受け入れられている「クリスチャン信仰」は、偉大な理想という一時的な刺激を与えるかもしれませんが、いのちの再生、霊の新生という結果にはなりません。今日の世界にはそのような「クリスチャン」が大勢いますが、彼らの霊的有用性はゼロです。


  使徒パウロが大いに明らかにしているように、彼の生活と奉仕のいっさいの秘訣は、彼が自分の福音を「啓示によって」受けた事実にありました。たとえ私たちが聖書を一冊の本として完全に知っていたとしても、霊的に死んでいて役に立たないこともありえます。聖書は永遠のいのちの基礎であり、解放と活用という結果になる、神知識や真理知識について多くのことを述べています。しかし聖書は他方で、人は探求によって神を見いだすことはできないと証言しており、大事なのは霊による知識であって天然の思いによる知識ではないことをかなりはっきりとさせています。


  ですから、豊富な聖書知識、クリスチャン教理の正確な専門的理解、人の天然の知恵や能力という手段によるクリスチャンの働き、聖書の内容や主題の気の利いた取り扱いや面白い説明は、人の天然のいのちを一歩も超えられませんし、依然として霊的死の領域の中にとどまります。議論、説得、魅了、関心、「感情」、意志、熱狂、感動に訴えても、人々を天の王国の中にもたらすことはできません。天の王国に入る唯一の方法は、その中に生まれることであり、霊を生かされることによります。新生はあらゆる種類の新しい能力をもたらします。その中で最も重要なのは、神聖な知識、知力、理解のための新しい別の能力です。前に述べたように、人の頭脳は排除されていませんが、第二であって第一ではありません。人の知性の機能は、霊の事柄を自分や他の人々に理解できる形にすることです。


  パウロは知力によって真理の知識を得たわけではありません。真理の知識は、霊によって受け取られて、他の人に伝達されたのです。聖書の知識を学んで修得するために、彼は自分の知性も用いたかもしれません。しかし、彼の霊的理解はそのような方法で来たのではありませんでした。それは別のものだったのです。それなしでは、聖書（旧約聖書）の知識ですら、彼をひどく誤った道から守れなかったでしょう。人の霊によって、人は永遠の不可視のものに達します。ですから、直覚は霊の思いの器官です。この意味で――つまり、霊は神との合一という事柄に関して死んだ状態にあり、天然的な思いから発したものにすぎない多様な表現形態の宗教と共に進むという意味で――神は「わたしの思いはあなたたちの思いとは異なり、わたしの道はあなたたちの道とは異なるからだ」（イザヤ書五五章八節）と仰せられます。天が地より高いように、天上のものが地上のものより高いように、その違いは大きいのです。


  私たちが学ぶべき主要な学課、そして神が苦労して私たちに教えてくださる学課は、霊的な目的には霊的な手段が必要だということです。神の事柄に関するかぎり、実際に霊的な実を結ぶうえでの無力さ、失敗、効率の悪さ、行き詰まりによる苦い失望によって、天然のいのち、思い、力を打ち壊すことは、一生の働きです。しかし、先に述べた真理こそ、この問題の理由であり鍵なのです。


  神のための新しい企てはすべて、そのために選ばれた人々のもとに啓示によって臨まなければなりません。これはなんと重要でしょう。神は選ばれた僕たちに語って、啓示をお与えになりました。そして、真に霊的な働きが成し遂げられました。そのため、他の人々がそれを型として取り上げて、他の場所でそれを真似しようとしました。その結果、彼らはその責任を負うよう要求されました――彼らは働き人、基金、全面的支援という資源を得ます。その代わり、邪悪でこの世的ではないものの、悲しい哀れな多くの方法や手段が用いられることになり、当事者たちは自分が誤った立場にあることに気づくことになります。受胎と新たな再生が、神聖な複製の法則です。人の選びではなく油塗りが神聖な継承の法則です。実のところ、神の働きはかなり多くの天然の要素がその中で表現されて満足を得る領域になってしまいました。人は何かを行い、何かを見、何かを得ずにはいられないのです。野心、獲得欲、達成欲などがクリスチャンの事業の中にもぐり込んでいます。そして非常に多くの場合（かなり率直に言わせてください）、物事は「私たちのもの」になってしまったのです――「私たちの働き」、「私たちの使命」、「私たちの領域」、「私たちの顧客」というように。そして、嫉妬、敵対心、苦々しさ、肉に属する他の多くのものがはびこっています。


  天然の人にとって、何もせず、何も持たず、特に何も知らないことは、とても難しいことであり、まさに十字架です。しかし、最も用いられた僕たちの場合、神はこれについて彼らを実際に訓練して整えられたのです。自分の力を全く空にすることが、「神に属する（神から出ている）すべてのもの」（コリント人への第二の手紙五章十八節）を得る唯一の道です。キリストですら、この基礎に基づいて生きることを選ばれました。モーセの「私は雄弁ではありません」（出エジプト記四章十節）、エレミヤの「私は子供です」（エレミヤ書一章六節）、パウロの「それは私たちが自分に信頼するのではなく」（コリント人への第二の手紙一章九節）という言葉を思い出してもらうまでもないでしょう。この人たちは、天然と霊の違いという大いなる学課を経験的に教わる学校を出ていたのです。


  



  神の格別な関心


  



  これは、神の格別な関心が信者の霊にあることを見る助けになるでしょう。


  第一に、神は霊の子らを求めておられることを、私たちは悟らなければなりません。放蕩息子のたとえ話と呼ばれるようになった話の根底に横たわっている、すべてを包括する真理は、律法の立場に基づく子たる身分から恵みの立場に基づく子たる身分への移行、肉から霊への移行です。創造による、律法に基づく、神の子としての身分があります。この意味で、すべての人は神の子孫であり、パウロはこの句をごく一般的な方法でアテネ人に対して用いました（使徒の働き十七章二八、二九節）。しかし堕落により――人は「さまよい」、「逸れてしまい」（創世記六章三節）――この関係に関する神の御旨や可能性はすべて潰えました。この関係にもはや価値はありません。「人は肉である」。ですから、人は神から分離されています――「遠く離れ」（エペソ人への手紙四章十八節）、「遠い国」で、「失われ」、「死んで」います。ここに恵みが到来します。そして、恵みを通して御霊が到来されます。御霊はこの死と遠方の領域の中で働き始め、「天に対する」（ルカによる福音書十五章二一節）罪を認めさせ（これだけが適切な認罪です）、絶望と破壊によって肉の働きを終わらせ、束縛し、確信させ、悔悟と告白を生み出し、ついには赦しと受容の場所にもたらされます。死からいのちにもたらされます。しかし、以前と同じいのちではありません。「霊から生まれる者は霊です」（ヨハネによる福音書三章六節）。この人は御霊の苦しみと力づけの産物です。その後の関係はすべて新しい関係です。「衣」は神の義の衣、「靴」は御霊による歩みと道（ローマ人への手紙八章二、四節）、「指輪」は権威の象徴、子の権利・管轄権の象徴（ヨハネによる福音書一章十二、十三節）、「肥えた子牛」は前には自分のものではなかったような食物、父の家の最上の食物です。聖書にあるこれらの点はみな、教えの体系を成すものです。


  人の霊は新生の場であり、この唯一の真の子たる身分（ガラテヤ人への手紙四章五、六節）の座です。ですから、霊は「新しい人」でもあります。なぜなら、私たちが生きるのは「霊の新しさによって」だからです（ローマ人への手紙七章六節など）。神が私たちを教育し、私たちと交わり、私たちと共に働かれるのは、すべて霊に基づきます。


  「新生後に放蕩息子が得た父に関する知識」は、以前知らなかった知識でした。恵みが到来するまで、彼は自分の父のことをわかっていませんでした。彼の霊は死、暗闇、隔離、荒廃、混沌から連れ出されました。次に彼は、自分が「お父さん」と呼んでいた方に関する客観的な知識だけでなく、彼に関する主観的で経験的な理解と認識を得ました。なぜなら、子たる身分の霊が彼の内側に生まれたからです。あるいは、子たる身分の霊が彼に与えられたからです。子たる身分の霊により、彼は「アバ、父よ」と叫びました。恵みを通してでなければ、そして新生によらなければ、救いをもたらす神との関係も、神を知る知識もありません。


  ですから、新しく生まれることによって「小さな子供」になった人（マタイによる福音書）、あるいは霊の事柄の「赤子」になった人は（コリント人への第一の手紙三章一節）――小さな子供や赤子であることは、その状態にとどまり続けるのでないかぎり、悪いことではありません――すべてを新しく学ばなければなりません。なぜなら、「すべてが新しくなった」（コリント人への第二の手紙五章十七、十八節）からです。そのような人は、新しい種類のいのち、「いのちの新しさ」（ローマ人への手紙六章四節）によって生きるために、新しい種類の知識を学ばなければなりません。パウロは、私たちは「死人の中から生きている」者として行動しなければならない、と述べています（ローマ人への手紙六章十三節）。私たちのいのち、私たちの天然のいのちは、神の御旨を行うことも、神の要求どおりに生きることも、神の働きを行うこともできません。私たちはこれを学ばなければなりません。これは彼の復活のいのちによってのみ可能です。この真理のつまずきの要素は、弱さの自覚や認識が必要な点です。また、私たち自身は神の御旨に関して全く無力で価値がないこと、そして私たちは自分からは何もできないことを告白する必要がある点です。力、効率、適応性、能力に対する天然の人の礼賛は、血肉よりも力強い天使群に対するキリストの宇宙的勝利は「彼が弱さを通して十字架につけられたためである」（コリント人への第二の手紙十三章四節）という宣言に直面する時、恐ろしい反対に遭うことになります。神が無力になられたのです！「神は強い者を困惑させるために、弱い者を選ばれました」（コリント人への第一の手紙一章二五～二七節）。キリストの力が自分にとどまるために弱さを誇ることは、もともとのタルソのサウロには縁遠いことでした。しかし、なんと驚くべき心境の変化でしょう！しかし、神は常に天然の「能力」や「力」と「わが霊」（ゼカリヤ書四章六節）とを明確に区別してこられました。この区別は永遠に残ります。この「新しく生まれた赤子」は、天然的な歩みとは異なる御霊による歩みを、いま学ばなければなりません。多くの過ちを犯すかもしれませんし、おそらく転ぶこともあるでしょう。しかしそういったことは、肉的な不従順や恐れにずっととどまっているのではなく、信仰によって一歩踏み出したことの印であるなら、全く悪いものではありません。すでに示したように、この歩みの性質は、理性、感覚、天然的な選択は、もはや霊の人の指導原理や基準ではないということです。このような人は魂と霊の衝突や齟齬をしばしば経験します。理性はある道を指示し、情愛はある方向に促し、意志はそれらの判断や欲求を満たそうとします。しかし、内側のどこかに引き止めるものがあります――私たちの中心に何か重苦しい活気に欠ける麻痺したものがあります。それがすべてを覆し、私たちに反対し、事実上絶えず否と言うのです！あるいは、逆かもしれません。内側の促しや束縛は、私たちの天然的な判断や理性から助けを受けません。私たちの天然的な欲求、性向、好み、情愛とは正反対です。この同じ天然の領域では、私たちはそのような道を全く進みたくないのです。この場合、だれもが生活の中でしばしば経験するように、判断が欲求に反対しているわけではありません。判断、欲求、意志が一緒になって直覚に反対しているのです。これは危機です！今、誰が生活を支配するのか、見極めなければなりません！今、「天然の」人すなわち外なる感覚の人と「内なる」人とが問題を片づけなければなりません。


  御霊によって歩むことを学ぶのは、新しい人の一生の学課です。新しい人の正しさが示されるにつれて――長い目で見れば、新しい人の正しさが常に示されるでしょう――新しい人が「天然の」人やその精神に対して絶対的優位に立つようになるでしょう。そして、新しい人の霊の中の聖霊の力づけにより、十字架が働いて肉の思い（霊の事柄においては常に死に終わります）を無に帰し、「いのちと平安」（ローマ人への手紙八章六節）である霊の思いを王座につかせます。


  ですから、これが御霊による歩みの性質であり、その適用は多くの面にわたります。しかし、私たちはこの歩みの法則を思い出さなければなりません。その法則とは信仰です。私たちは御霊によって歩みますが、「信仰によって歩む」のです（コリント人への第二の手紙五章七節）。


  信仰によって歩むには、事の性質上、外なる感覚の人が安全保証として固執、要求、渇望するものを、すべて剥ぎ取られなければなりません。


  神の民の霊的生活が優勢な時、彼らは人の力の不足や反対者の圧倒的優位によって圧倒されたりしません。


  これは聖書に記されている神の民の歴史から明らかです。しかしまた、霊的生活が低調で、未発達で、衰退している時、神の民は何かすがることのできる目に見える確かな手段を求めてあたりを見回すようになることも真実です。霊的生活が低調な時はいつでも、また、霊的生活が低調な所はどこでも、エジプトが神の代わりになります。私たちの霊の中の聖霊の直感的判断を信じ、それに信頼することが霊的歩みの法則です。たとえすべてが人の道とかけはなれていたとしても、また、それが私たちをカナンに導いたとしてもです。しばらくの間、そこは偶像崇拝に満ち、飢饉に見舞われるかもしれません。また、私たちの外なる人が「神の導きや約束にかなっているにちがいない」と思い込んでいるものとは、すべてが正反対かもしれません。しかし、これのために「この世」の古い生活領域を離れ、親族や父の家を離れること、次に、天然の人を構成している手段、方法、習慣、判断が絶えず剥ぎ取られつつある間、待ち続けるべきこと――これが霊的歩みの法則であり、神が選び定められた最も強力な立証の道です。霊の子孫、豊かさ、豊穣さ、奉仕、永続性、神の友愛は、このような信仰のアブラハムたちのためであり、霊におけるアブラハムの子供たちのためです。神は、霊の栄光という上部構造のために、信仰という基礎を据えられました。このような基礎の上に建造されるものだけが、霊的な目的に役立てます。これを私たちの個人の歩み、家庭での歩み、仕事での歩み、教会での歩みの試金石にしましょう。これもまた、もし適用されていれば革命的な原則だったでしょうし、私たちの能力や方法における肉的で天然的でこの世的なものをかなり捨てることを要求していたでしょう。「行いのない信仰は死んでいます」（ヤコブの手紙二章二六節）。これは真実ですが、信仰の行い――霊の行い――は肉の行いではありません。この二つの領域は比較できません。肉による歩みと御霊による歩みは全く異なります。御霊に属する事柄は肉にとって愚かです。信仰の人は他の人が見ないものを見、それにしたがって行動します。これは正気を失った人もそうであり、両者はしばしば混同されます。肉の子供たちは霊の子供たちのことを、気が狂っていて正気ではないと思います。彼らは人の狂気と「人よりも賢い」「神の愚かさ」（コリント人への第一の手紙一章二五節）とを区別することすらできないのです。


  アブラハムは信仰によって強くされました。信仰による彼の歩みは、肉による歩みとはだいぶ異なっていましたが、かなり実際的でした。ある著者が述べているように、信仰は肉によって歩んでいる人々や信仰によって踏み出さない人々が経験したことのない困難の中に私たちをもたらします。しかし、そのような困難は肉の力が助けにならないところに私たちを置き、神の特別な啓示を必要とならせます。神はそのような機会を常に用いて、このように必要な霊の教育を施されます。こうして霊の人は教えを受け、他の人が知らないような仕方で神を知るようになります。このように、信仰は新しい人――内なる人――の歩みの法則です。信仰は連続的な段階により新しい人をまさに神の御心の中に導きます。神はこの進歩に栄冠を授けて、「わたしの友」（イザヤ書四一章八節）という比類ない名称をお与えになります！


  もう一つ一般的なことを述べなければなりません。新しい霊の人は新しい言葉を学ばなければなりません。霊の言葉があります。新しい霊の人は、「人の知恵の魅惑的な言葉」やいわゆる「雄弁さ」（コリント人への第一の手紙二章一、四節）による話は霊の奉仕の役に立たないことを、ますますよく理解しなければなりません。もし一週間のうちになされる福音に関する宗教的な講演、説教、会話がすべて聖霊の発言だったなら、この世にどれほど凄まじい神の影響が及んでいたことでしょう！しかし、そうでないことは明らかであり、その衝撃力は感じられません。聖霊の中で聖霊によって語るなら、永遠と関係あることが必ず起きます。しかし、この能力は「霊から生まれた」人々にのみ属します。彼らの霊は主に結合されていますが、その彼らですら、自分の言葉を話すのをやめて聖霊によって促される時に語る方法を学ばなければなりません。言葉に関して自分の外なる人をほふられること、そして「私は話すことができません。私は子供だからです」（エレミヤ書一章六節）というエレミヤが導かれた状態に導かれることが、内なる人の教育の一部です。私たちは罪人としてキリストと共に十字架につけられなければならないだけでなく、説教者、講演者、話し手としても十字架につけられなければなりません。パウロが言うには、キリストの割礼は肉の体をすべを断ち切ることであり、私たちの唇にも適用されなければなりません。神に栄光を帰せないことは全く「話すことができない」ほど、私たちの霊が支配しなければなりません。話をする天然の能力それ自体は、霊の務めにとって力ではありません。それどころか、全くの脅威かもしれません。「聖霊が教えてくださる」言葉（コリント人への第一の手紙二章十三節）でなければ話すのが本当に恐ろしいというのが、実際の霊の成長の一つの段階です。他方、話をする天然的な能力の欠如は、必ずしも不利な条件ではありません。「弱さと恐れとおののき」の中にあることは（コリント人への第一の手紙二章三節）、使徒的な務め、否、聖霊の務めにふさわしい状態かもしれないのです。神の発言は人の発言とはあらゆる面で大いに異なっています。「会話」、「舌」、「言葉」などに関して、どれほど多くのことが聖書に述べられていることでしょう！しかも、それらは霊の支配下になければならず、魂の器官のたんなる表現であってはならないことが、常に強調されているのです！


  生き返らされた霊だけが神の啓示を受けられることが真実である以上、そのような啓示はその霊的な目的を実現するために神聖な発言の賜物を必要とすることもまた同じく真実です。霊的な理解を持っていなくても、つまりたんなる知的理解から、真理を説教することも可能です。その説教は天然の能力にすぎないかもしれません。悲しいことに、説教者も聴衆もその真理の生ける実効的価値の恩恵にあずからないかもしれません。その霊的な結果は、ほとんどその努力や支出に見合うものではありません。神に栄光を帰す、いつまでも残る実という結果になる話の価値は、その話が説教、教え、会話、祈りのいずれであっても、明瞭さ、雄弁さ、精巧さ、賢さ、機知、思慮深さ、情熱、熱心さ、力強さ、情念などにあるのではなく、それが聖霊の発言である点にあるのです。


  「あなたの言葉があなたを暴露した」という句が、多くの形であてはまるかもしれません。なぜなら、私たちが生きているのが肉によるのかそれとも霊によるのか、天然の人によるのかそれとも霊の人によるのかは、私たちの話し方や私たちの唇の実の霊的効果によって常に明らかにされるからです。


  ああ、神の民の唇が十字架につけられますように！また、神の預言者たちの唇が、カルバリの大いなる祭壇からの血塗られた燃える炭によって触れられますように！


  



  第六章 魂と欺き


  



  聖書が一貫してまぎれもなく明らかにしていることは、人は欺かれているということです。人に関する神の方法の背後には、すべてこの事実があります。堕落以降、人類は欺かれた種族であると見なされています。人類は最初アダムにあって欺かれただけでなく、ますます深くこの欺きの中に導かれつつあります。いわゆる「啓蒙化」、すなわち文明化、教育、文化などは、この欺きから抜け出させる代わりに、この欺きをますます強めているにすぎません。これは、世界史の現時点で最も「啓蒙されている」「先進」諸国が、ある力の支配下に閉じ込められており、自分たちの知恵を結集して過去に例がないほど悪魔的で残忍な大量破壊兵器を造っている事実からわかります。ここで御言葉をいくつか紹介します。


  
    「さて、野の獣のうちで蛇が一番狡猾であった。蛇は女に言った。『本当に神はそう言われたのですか。』」（創世記三章一節）
 
 「しかし、御霊が明らかに言われるように、後の時になると、ある人々は離れ去り、惑わしの霊と悪鬼の教えに心をとめるようになります。」（テモテ第一の手紙四章一節）
 
 「そのような知恵は、上から下って来る知恵ではありません。それは地のものであり、感覚的（魂的）であり、悪魔的です。」（ヤコブの手紙三章十五節）
 
 「こうして、その大きな龍、あの古い蛇、悪魔とかサタンとか呼ばれる者、全世界を欺く者は、投げ落とされた。彼は投げ落とされ、その使いたちも彼と共に投げ落とされた。」（黙示録十二章九節）
 
 「彼をアビスに投げ込み（中略）もはや彼が諸国民を欺くことがないようにした。」（黙示録二〇章三節）
 
 「そして、彼らを欺いた悪魔は火の池に投げ込まれた。」（黙示録二〇章十節）

  


  これらの節から、サタンが欺く者であることがわかります。彼は最初に女を欺き、最後に人の住む全地を欺きます。欺きが彼の最初の方法でした。欺きが堕落の核心でした。


  人は今や性質上、欺かれた被造物です。欺きは欺きです。欺かれている人は、光で照らされるまで、あるいは解放されるまで、決して欺かれていることがわかりません。それは病のようです。精神病の中には、健全な心の持ち主なら馬鹿馬鹿しくて不可能だと思うようなことを、患者に信じ込ませるものがあります。彼らと議論しても無駄ですし、彼らに自分の信念の誤りを納得させようとしても無益です。彼らに反対することは、時には残酷ですらあります。少しでも彼らと平和に暮らしたければ、また彼らの助けになりたければ、あなたは彼らに同意する姿勢を取り、別の方面からその状況を取り扱わなければなりません。さもないと、絶えず衝突することになるでしょう。彼らの信念を変える唯一の方法は、彼らの病を癒すことです。


  人も同じです。人は自分自身、自分の能力、可能性、運命について、神について、この世について、真実ではない多くのことを信じています。人はある事を別の事と誤解していますが、自分が欺かれていることがわかりません。目の見えない人の前で物を持って、それを見るよう言っても無駄です。また、その人がそうしないからといって、驚いたり困惑したりするのは愚かです。ですから聖書は言っています、「天然の（魂の）人は、神の霊に属する事柄を受け入れません。それは彼にとって愚かなものだからです。また、彼はそれを知ることができません」（コリント人への第一の手紙二章十四節）。「この時代の神が、信じない者たちの思いをくらましてしまったのです」（コリント人への第二の手紙四章四節）。


  さて、この欺かれた状態の原因に向かうなら、それが魂に由来していたことがわかります。欺く者は魂――願い、理性、意志――を攻撃し、これを神から離れた生活、神から独立した生活の土台として発達させました。その動機は、物事を神によって持つ代わりに、独立して自己によって持つことでした。欺く者は人に自己を高く上げさせて、自己の独立と高揚に導くことに成功しました。そして、今や自分の狙いにふさわしい手先となった人を捕らえたのです。人は神の御旨にふさわしい者ではなくなりました。なぜなら、その性質自体が変えられてしまったからです。サタンとの共謀によって変えられてしまったこの人は、偽りの人です。神の御心にしたがった真の人ではありません。今や、サタンの偽りの王国にふさわしい者です。天然の状態にある人の人生は、嘘、偽りの性質、偽りの期待、偽りの希望、偽りの信仰、偽りの世界の人生です。そのような人やそのような世界は、悲しい悲劇的な幻滅に終わります。霊はまだありますが、もはや神との生ける交わりの地位にはありません。この霊により、人は自分に理解できる以上に自分の存在意義や目的をかすかに垣間見たり、感じたりするかもしれません。それは人の理解を超えており、人は実際にそれに触れることはできません。人は人生に失望し、他のさらなる欺きや幻想の中に満足を求めるようになります。このように、人は「虚無に服している」（ローマ人への手紙八章二〇節）被造物の一部です。良心はまだ多少働いていますが、常に責めたり言い訳をしたりするだけで、決して賛同することはありません。


  すでに述べたように、欺きは人の魂における敵の最初の働きであるだけではありません。敵はこれを利用し、この地の利に基づいて働くのです。天然のこの立場を得る時はいつでも、敵はそれによって自分の支配と権威を強めようとします。人の魂のいのちが強いほど、その人に対する危険は大きくなり、サタンと悪の勢力が有利になります。この道の追及には多くの方法があり、通常、対象に適した方法が取られます。彼は、不敬虔な人にはある方法を用い、神を認識している宗教的な人には別の方法を用います。霊的な人にはさらに別の方法を用います。彼らに対する彼の欺きの全体系は、神の真理の体系を装うことによります。


  彼は神ご自身を装います。彼は「光の天使を装います」（コリント人への第二の手紙十一章十四節）。彼は「サタンの会堂」（黙示録二章九節）によって神の教会を装います。彼は「しるしと虚偽の不思議」（テサロニケ人への第二の手紙二章九節）によって神の働きを装います。偽りのいのち、（聖霊から出ているように見える）偽りの「賜物」があります。偽りの神の（？）力があります。偽りの回心、霊的（？）経験、導きがあります。彼は聖書を誤った方法で用いて、神の意味を装います。偽りの神礼拝、偽りの教え、「悪鬼の教理」があります。「異言」などを伴う偽りの聖霊のバプテスマがあります。神の御言葉を知る人にとって、これは何ら奇妙なことではなく、その中で明らかにされています。


  要点はこうです。欺く者であるサタンは、外側からこれをすべて人に信じ込ませることはできませんでした。人はまず、サタンが自分の偽りに応答するものを人の中に見いだせるように構成されなければなりません。そのために利用される器官が人の中になければなりません。サタンはアダムの魂に働いて、その行程の土台としてあの魂を発達させました。魂は自分の正当な分を踏み越えました。そして、サタンが魂を侵害しました。こうして、人のプシュケ（魂）と悪の勢力、「欺く霊ども」との間に同盟が成立したのです。目当てのもの――善悪を知る能力――が獲得されました。神はこれをお認めになりました、「人はわれわれのひとりのようになり、善悪を知るようになった」（創世記三章二二節）。しかし、なんという損失だったことか！知識それ自体は悪いものではありません。とはいえ、人にとって知らない方がよいこともあったでしょう。人を囚人、奴隷にしてきたもの、そして永遠のいのちであるあの知識を人から奪ってきたものは、神から離れた知識です。「永遠のいのちとは、唯一の真の神であるあなたと、あなたが遣わされた者、イエス・キリストとを知ることです」（ヨハネによる福音書十七章三節）。その代価は「暗くされた理解力」（エペソ人への手紙四章十八節）でした。使徒パウロは、「神は御子を喜んで私の内に啓示されました」（ガラテヤ人への手紙一章十五、十六節）と言いました。彼はまた、その知識を与えた主の御旨は「彼らを暗闇から光へ、サタンの権威から神に立ち返らせるため、彼らの目を開く」僕に彼を構成するためだった、と記しています（使徒の働き二六章十八節）。これについて彼はさらに言いました、「『光が暗やみの中から輝き出よ』と言われた神は、私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださったのです」（コリント人への第二の手紙四章六節）。


  キリストにあって内なる人の中に神が啓示される時はいつでも、偽りとサタンの権威は打ち破られ、人は自由にされます。この内なる輝きに対抗して、サタンは考えうるありとあらゆる手段――使者たちを滅ぼすための公然たる攻撃から、真理の見事な代替品に至るまで――によって働きます。しかし、原則に戻ることにしましょう。


  自分の欺きの働きを拡大し強化するために、そして自分の対立する偽りの王国を建造するために、欺く者はエゴのいのち、魂のいのち、自己のいのちを得なければなりません。自分自身の自己のいのちに頼る信者たちは、こういうわけで大きな危険にあります。また、「心霊主義」や「降霊術」、独裁などと呼ばれる他の多くのものも、このためです。


  理性（知性）、感情（感覚）、意志（決意）といった魂のどれかの面、あるいはすべての面に頼る神の子供たちは、たやすく欺きの餌食になります。第一に、このような人々は自分の本性にすでに反しています。彼らの本性は今や――新生により――霊的なのです。彼らは行き詰まっていること、そして、彼らにとっては自分自身が法律であることが、最初から明らかになります。彼らにとって自分の道こそ唯一の道です。彼らには他の道が見えません。さらに進んだ光について、彼らはほとんど教わることができません。さらに進んだ経験について、彼らは満足しています。別の道について、彼らは考えることができません。


  自分の知性によって生きているクリスチャンたちの中には、疑問に満ちている人たちがいます。彼らは疑問や問題を持たずに生きることができません。一つ解決すると、すぐに別のものを持ちます。こうして彼らは絶えず堂々巡りし、出発点に戻ってきて、真に霊的進歩を遂げることはありません。競馬場の馬のように、彼らはムチで打たれて駆り立てられますが、人生やビジョンの拡大はありません。あるいは、彼らは自分たちの考えで他の人々を鞭打ち、他の人々の思いを自分たちの思いに従わせようとします。これはとても異様な、不健全で不真実な結果に終わりかねません。このオカルト的な立場――これはオカルトにほかなりません――の中には偽りが潜んでいることが最終的にわかるでしょう。そして、サタンの手が見つかるでしょう。


  魂の感情面に基づいて生きているクリスチャンたちにも同じことが言えます。この面は経験、証拠、顕現を要求します。実に、感覚のいのちの全領域がここを支配しています。自分の感情面を十分に強めて、それを投影するなら、どんな経験でもすることができます。体や精神全体も巻き込まれかねません。太陽神経叢の声帯も影響を受けるかもしれません。表情の乱れ、頑固さ、「第二の視力」、幻、特別な能力、驚異的な力、陽気さ、恍惚状態などがあるかもしれません。これはみな、その素朴な始まりのときから、強烈な願望という線に沿って肥大した魂のいのちを通して生じるおそれがあるのです。


  この二つの方面でそうだとすると、意志の面ではどうでしょう。聖霊の統治下にない、力強い支配的な独断的魂は、神の権益に対する恐ろしい脅威です。神に対する熱心さという名目の下で、決定を下し、進路を取り、目標を定め、地位を占めるかもしれません。しかしそれはバベルの塔、エジプトのピラミッド、アブラム（アブラハムではない）のイシマエルになるでしょう。これらの業績には最終的に、膨大な後悔とかなわなかった願いがついてまわるでしょう。その結果は偽りであり、多くの人がその悲劇に巻き込まれるかもしれません。


  強い魂のいのちと鋭い明晰な頭脳とが結びつくとき、大きな危険が生じます。その危険とは、神聖な真理の意味や意義を深く把握することで、それが啓示のように思われることです。こうして、魂を通して偽物の啓示が生じますが、実は鋭い天然の洞察力にすぎません。たいていの場合、ある方面で魂が強いなら、他の方面でも強いことがわかります。ですから、権力の感覚への渇望も遠くありません。この鋭い洞察力、迅速で正確な把握力は、補完するものとして、自分自身を示す機会を要求します。そしてこれは、他の人々を自分の影響下に置く働きをします。純粋な啓示の試金石は、当事者が権力や地位や影響力への欲望に対して、明確に十字架につけられているかどうかです。その人は抵抗、攻撃、妨害、拒絶に遭う時、それから逃れようとしたり、それを支配しようとしたりしないでいられるでしょうか？個人支配や自己擁護の要素は務めを破壊し、そのような人の「啓示」とやらを貶めるでしょう。ああ、利用するために神の真理を手に入れることは、なんと危険でしょう！


  神は、この類の事柄に対して、真にご自身に属するものの中に、守りを設けておられます。みからだである教会における交わり、関係、相互依存は、クリスチャン生活の特権、特別な要素であるだけでなく、独立や個人支配の危険性から神の権益を守るための基本法則でもあります。疑わしい立場にある人が「教会に聞く」よう命じられているのは（マルコによる福音書十八章十七節）、このためです。これが究極的に意味するのは、彼ら自身の判断や道を霊的な教会の霊的な判断に明け渡すことです。これは――教会が光の中を歩んでいる場合――キリストの頭首権の下に来ることです。キリストは万物の上に立つ頭であり、みからだである教会に与えられています（エペソ人への手紙一章二二、二三節）。「キリストを畏れて、互いに服従し合いなさい」（エペソ人への手紙五章二一節）は、サタンの足下の立場を断ち切るものです。この原則に則って、聖霊は決して個人を単独で教会の監督にはされませんでした。すべての都市や教会で、一人の長老ではなく複数の長老が立てられました。神はご自身の嗣業をだれにも支配させません。これは神の秩序という主題をすべて開きますが、今の主題から大きく外れることになるでしょう。しかし、次のことを強調しましょう。すなわち、相互服従の法則は、御父に対するキリストのあの服従の作用にほかならないのです。御父に対するキリストの服従は、彼ご自身の場合、サタンを完全に無にし、敗北させました。キリストに対するサタンの誘惑はすべて、欺きによって彼を惑わすためでした。聖書を引用しさえしたのです。もしキリストが御父に尋ねて従う代わりに自己主張していたなら、サタンが勝利していたでしょう。神に委ねることはなんと重要でしょう！


  これまで述べてきたことは、おもに能動的な面についてです。魂は受動的にもなりえます。しかし、それは魂的であることの別の形にすぎません。魂の弱い受動性もあり、その当人はサタンが容易に翻弄できる者になります。あるいは、彼らは全く消極的なので何の役にも立ちません。もしかすると、遅かれ早かれ、サタンは劣等感を生じさせることによって彼らを打ち砕き、単純な信頼から逸らすかもしれません。他方、この二つの言葉を合わせると、さらに能動的な受動性もあります。これは霊媒状態が生じるよう、意図的に思いや意志を消極的にすることです。欺きの方面でその結果が何であるかは、言うまでもありません。


  魂のいのちの危険性についてこのように述べ尽くしたので、私たちはその結果が死であることを認識しなければなりません。思い、神経、霊のいのち、神の働きが損なわれてしまうのです。偽りの霊的経験は、それがサタンによって生じたり、引き起こされたりする時、あるいは暴露される時、「赦されない罪」「聖霊に対する罪」という漆黒の暗やみや絶望という結果になりかねません。これはあらゆる欺きの中でもサタンの最大の一撃です。なぜならこの時、本人の信仰に関するかぎり、すべてに有効なキリストの血潮の効力さえ奪われてしまうからです。ですから、私たちの過去の罪に関してだけでなく私たち自身に関しても、十字架が御業をなすことがなんと必要でしょう！パウロの「私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私ではなく……」（ガラテヤ人への手紙二章二〇節）という言葉には、なんと途方もない原則が示されているのでしょう！


  強い心は賞賛すべきもの、素晴らしいもののように思われるかもしれません。しかし自己に関するかぎり、もしその持ち主が十字架につけられている男女でないなら、大いに危険なものであることを覚えましょう。「心はよろずのものよりも偽るものであって、はなはだしく堕落している」（エレミヤ書十七章九節）。


  キリストの御名を帯びた多くの運動がこの地上を席巻してきました。それらは「キリストのためである」と主張し、群衆がその網にかかります。そこには「回心」や様々な経験があります。超自然的な特徴を帯びています。しかし、その土台は魂的です。魂的な経験や力、異常なものすごい個人的影響力を持つ、実際の人々がその背後にいます。そして、標準化されたある手法により、カルトが形成されます。ある形の魂の表れを引き出すために、こうした方法や魂の戦略が用いられます。それは精神療法や精神分析の宗教的な形かもしれませんし、それに応じる人に著しい効果を及ぼすかもしれません。


  このようないっさいのものに対する誤りなき試金石は、キリストの十字架のあの根本的な面――十字架は天然の人を完全に取り除いて、何の地位も与えません――に対していかなる地位を与えるのかということです。十字架には人の罪の赦しだけでなく、人の死という面もあります。そのような運動にこの真理を試してみなさい。そうすれば崩壊して、もはや人気を失うでしょう。


  いま述べたことと霊的理解力とを区別できることは、とても重要な問題です。


  



  霊的理解力


  



  パウロは聖徒たちのために、「あらゆる霊的知恵と理解力において、御旨を知る知識に満たされますように」と祈りました（コロサイ人への手紙一章九節）。


  理解力は、既知の事柄の意義に関する十分な感覚や理解を意味し、その知識を適切に適用する能力を伴います。それは物事の隠れた性質や傾向に関する直感的な認識や知覚の問題であり、感覚に対するたんなる外面的印象――これは思考や推論を必要とします――とは違います。すでに見たように、回転の速い優れた頭脳を持つ人々には元々このようなものが備わっているかもしれませんが、霊的理解力はそれ以上のものです。それは新しくされた霊の機能――神の事柄に関する洞察力、知覚、感覚、認識――であり、聖霊の働きです。それは、とても微妙な問題が生じている時、状況が全く明らかでない時に、何が神に属しており、何がそうでないのかを、その持ち主に内的な方法で確信させる機能です。この「洞察」や「判断」に最初から説明や理由を与えられるとはかぎりません。それはただそこにあり、その所有者にとってとても現実的です。責任に備えるためのクリスチャンの備えの中で、霊的理解力は最も重要なものの一つです。この資格を持たない人を神に属する事柄で責任ある地位に就けるなら、あるいは、この資格を持たない人がそのような地位に就くなら、神の働きを危険にさらすことになり、それに関するいっさいを誤った危険な状況の中に陥らせることになります。霊的な永遠の事柄には、たんなる「良識」や天然的判断以上のものが必要です。この霊的能力の第一の目的・目標は神を知る知識であり、別の方法で人がどれだけ多く完全な知識を持っているかは関係ありません。霊的働きの責任に必要不可欠な条件は、天然的なあらゆる能力や可能性を超えて神を知っていることです。いかなる能力も霊的理解力の代わりにはなれません！


  言葉や行いによって影響を受けている人はみな、その言動をしている人の中に、個人的な、生ける、真実な神知識や深い霊的理解力を見いだせなければなりません。意義深いことに、多くの人々がある形式のクリスチャンの働きによって脚光を浴びていますが、それはローマ人への手紙六章のキリスト教ではありません。


  自己意識を助長するいかなる運動も、道を失っています。悪い自己であれ良い自己であれ、大きな自己であれ小さな自己であれ、自己意識は弱さであり邪悪です。ここに記したことはみな、ある事実を明らかにするのに必要なことだと信じますが、それは自己分析や内省に耽るよう人々を自分自身に向かわせるためではありません。それは致命的です！キリストこそ安全で健全な私たちの唯一の関心事です。基本的な転機があったにちがいありません。ですから、キリストから自分の魂の中の自己に向かって一線を越える時、確固たる法則と内なる統治により、私たちにはそれがわかるのです。単純で謙遜な私心のない道が安全です。ですから、霊によってではなく魂によって動くことを恐れるあまり、弱さを覚えつつ主に向かって踏み出すことを差し控える、ということがないようにしましょう。


  



  第七章 世界制圧か、それとも世界統治か？


  



  私たちが生きている間に、私たちは新しい現象もしくは古い現象の再発を目撃してきました。それは独裁者たちの流星のような興隆です。「これは異常である」と言うのは正しいです。わずか数か月の内に、どこからともなく、追放、嘲笑、世間一般に広まっていた疑惑の中から、そのような独裁者たちが立ち上がり、彼ら自身の国が彼らの足下にひざまずくだけでなく、すべての国がこの独裁者たちの語りかけに息を呑むような地位に就いたのです。これはどういうことでしょう？その基本原則は何でしょう？


  これは神の永遠の御計画にまで遡ります。神はこの計画の中で、この世界の主権を御子の頭首権の下に帰すことを決定されました。アダムは「来たるべき方の型」でした（ローマ人への手紙五章十四節）。


  
    「神はご自身が定めた人によって、義の中でこの世界を裁く日を定められました。」（使徒の働き十七章三一節）
 
 「そして彼は、ご自身が生きている者と死んだ者の裁き主として神によって定められた者であることを、民に宣言し、証しするようにと、私たちに命じられました。」（使徒の働き十章四二節）
 
 「なぜなら、ひとりの神がおられ、また神と人との間に一人の仲保者、すなわち人なるキリスト・イエスがおられるからです。」（テモテへの第一の手紙二章五節）
 （エペソ人への手紙一章九、十節：四章十節：コロサイ人への手紙一章十六～十九節：ヘブル人への手紙一章八節：二章六～十節も見てください。）

  


  このように、この世界の主権とそれに関するすべての主権は、永遠に人なる方のものであることが知らされてきました。この方は神の御子であることが知られており、人の子になられました。彼は「万物の相続者」です。その嗣業は「来たるべき世界」（ヘブル人への手紙二章五節）です。しかし、神の御子の敵対者の役割をしている別の者がいます。彼の野望は常に世界支配でした。この世界の歴史の背景、つまり宇宙の霊的な目に見えない背景は、聖書からの二、三の引用により要約することができます。


  
    「カインは悪しき者から出て、自分の兄弟を殺しました。」（ヨハネ第一の手紙三章十二節）
 
 「あなたたちは自分たちの父、悪魔から出たのであり（中略）彼は初めから人殺しです。」（ヨハネによる福音書八章四四節）
 
 「あなたたちの父祖が迫害しなかった預言者がいたでしょうか？彼らは義なる方の到来について、前もって示した人たちを殺しましたが、今やあなたたちが、その義なる方を裏切る者、殺す者となりました。」（使徒の働き七章五二節）
 
 「ある人がぶどう園を造り、垣根を巡らして、酒ぶねを掘り、やぐらを立てた。彼はそれを農夫たちに貸して、よその国へ出かけた。そして時季が来たので、彼はぶどう園の収穫を農夫たちから受け取るために、一人の僕を農夫たちに遣わした。すると、彼らは彼を捕まえて、打ちたたき、何も持たせずに追い出した。そこで主人はまた、別の僕を彼らに遣わしたが、彼らは僕の頭を傷つけ、侮辱した。彼はまたもう一人を遣わしたが、彼らはその者を殺した。そして多くの者を同じように、ある者を打ちたたき、ある者を殺した。彼にはまだ一人、愛する息子がいた。彼は最後に息子を遣わして、『私の息子なら敬うだろう』と言った。しかし、農夫たちは互いに言った、『これは跡取りだ。さあ、彼を殺そう。そうすれば、その嗣業はわれわれのものになる』。そこで彼らは彼を捕まえて殺し、彼を投げ捨てた。」（マルコによる福音書十二章一～八節）

  


  ここの強調点は「われわれのものになる」であり、関連する思想を示す目的のためです。主要な問題点は、神の御子に与えられた嗣業の問題です。次の問題点は長い嫉妬の歴史であり、型、預言、実際として御子が視野にある時はいつでも、殺人ということになります。


  次に、圧制のためのサタンの手段、手先に来ます。これもまた人によります。（神に関する人の言葉を用いると）神の御子が神の御思いと御心にしたがった人であるように、これまで指摘しようとしてきたことですが、サタンは自分の考えに人を適応させようとしてこれに成功しました。人の歴史は神から独立して天に至るために延々と続けられてきた営みであり、カインの道です。人は権力、支配、圧制、この世の栄光、名声などを求めてきました。人の歴史は、人がしゃしゃり出て栄誉ある地位を占める物語です。サタンの高ぶりが（神の観点から見ると）惨めで無価値な破滅した人類を通して働いています。ああ、クリスチャンの働きを成功させるために、問題のあるものがその中になんとたくさん持ち込まれていることか！聖別されようとする人々ですら、そうしているのです！クリスチャン組織の宣伝の働きで、学位、称号、地位がどれほど重んじられているか考えてみなさい。学位や称号を持つ人、人々の間で高い地位にある人が、熱心に求められているのがわかります。それは人々から重んじられ、人々に影響を及ぼし、人々の興味を引き、人々に印象づけるためです。クリスチャンの働きの案内、広告、プログラム上にこれらの文字や資格を見る時、「しかしこれは神の働きと何の関係があるのでしょう？聖霊の活動の中でこれはどんな地位にあるのでしょう？」と私たちは尋ねることができるでしょう。学位、称号、栄誉は、それが真に努力の賜物であり、高潔な人々の最高水準に照らして真にふさわしいと認められた結果なら、それ自身の領域では何の問題もないかもしれません。しかし、神に属する事柄で、それらを利のために流行らせることは、反キリストの本質から出ているのです！これは強い言葉ですが、この点を証明しましょう。聖なるものや聖なる神の前に来る時、敬虔な人々はみな、自分の学位を公にしないで隠した方がいいでしょう。ここでは霊的な価値だけが認められます。しかし先に進むことにしましょう。


  サタンは人を通して世界を制圧することを常にもくろんできました。この考えが最高度に発達した現れが反キリストです。反キリストに関して述べられていることを、今いくつか見ることにしましょう。


  
    「幼い子供たちよ、今は終わりの時です。反キリストが来るとあなたたちが聞いていたように、今でも多くの反キリストが来ています。」 「偽り者とは誰でしょう？イエスがキリストであることを否定する者ではないでしょうか？これこそ反キリストです。」（ヨハネ第一の手紙二章十八、二二節）
 
 「すべてイエスを告白しない霊は、神から出ていません。それは反キリストの霊です。」（ヨハネ第一の手紙四章三節）
 
 「だれにも、どのようにも、欺かれてはいけません。なぜなら、まず背教が起こり、そしてあの罪の人、すなわち滅びの人が出現しなければ、それは来ないからです。彼は、神と呼ばれるもの、また礼拝されるすべてのものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮に座して、自分こそ神であると宣言します。」 「この者が来るのはサタンの働きにしたがってであり、あらゆる力としるしと虚偽の不思議がそれに伴います。」（テサロニケ人への第二の手紙二章三、四、九節）

  


  これらの節から私たちは四つのことを学びます。


  
    （１）反キリストは第一に霊です。
 （２）反キリストはある原則のあらわれです。
 （３）反キリストはあるタイプの人です。
 （４）反キリストの狙いは王国、世界制圧です。

  


  一番目の点は、反キリストを「神から出ていない」悪の勢力に直接結びつけます。


  二番目の点は、人の栄光が常に主な要因であることを意味します。


  三番目の点は、この霊と原則が、支配的な自己や強力な魂の力によって働くことを意味します。


  四番目の点は、反キリストが求めるものを示しています。


  今、私たちは時代や世界の出来事を理解することができます。世界は着実に少数の独裁者たちの支配下に入りつつあります。おそらく彼らは、世界の政府の他の形態が弱体化するまで、互いに忍耐するでしょう。しかし、やがて彼らは、一人だけ残って至高の地位に就くまで、互いに滅ぼし合わなければならないでしょう。（つまり、人の組織の代表が一人だけになるということです。）預言は私たちの今の主題ではないので、預言を離れることにしますが、この問題全体をまとめるにあたって二、三のことを述べる必要があります。


  第一に、神について語る領域に、傑出した偉大な霊的指導者が今日だれもいないのは暗示的ではないでしょうか？私たちの何人かは、そのような世代の最後に自分の務めに入りました。名前はあげませんが、一世代以上前は、聖書教師、宣教指導者、力強い説教者が地上には少なくありませんでした。彼らの一団がいたのです。そして、彼らの働きは今日確立しています。しかし、私たちは彼らの最後が舞台から去るのを見てきましたし、彼らの後継者はいたとしてもわずかです。私たちは時として、「今日の霊的必要にふさわしい人々を神が興してくださいますように」と叫びそうになります。なぜこのような状況なのでしょう？これは、サタンが人の力や栄光という線に沿って彼の反キリストを公に迎え入れつつあるため、神は、神の人を天の栄光とともに迎え入れるために、ご自身の事柄において、そのような人を隠された状態、大部分軽んじられている状態に保っておられるためではないでしょうか？ですから、独裁政治は最も強力な時のしるしではないでしょうか？


  しかし、この現象は何から出ているのでしょう？この力、影響力、圧制を、人の立場に基づいて説明することは全くできません。もっと大きな力が働いており、それは人々の意志をものともせずに働いています。これは奇怪です。その手先と超自然的力とを結ぶものは、強烈な恐ろしい魂の力です。これは全く真実ではないでしょうか？意志の力が行使され、いかなる抵抗も容赦しません。知性が投影され、それは極度に機敏かつ巧妙で倦むことがありません。感情の力が、自分の前にあるものをすべて流し去る津波のように注ぎ出され、人々を抑制できない興奮へと駆り立てます。これはまさに、あの自己、あのエゴの究極的現れです。これが最初に神から諸事を引き離し、その御子をその世界から追い出したのです。これはみな、人を栄光の対象とし、ほとんど礼拝の対象とする虚飾を伴います。これは、人々の前で見栄えをよくするものを何でもみな、クリスチャンに避けさせるのに十分ではないでしょうか？


  しかし、「見よ、この人を！」。世界の主権はどのように彼の中に保たれてきたのでしょう？――というのは、それは実際保たれてきたからです。その答えは聖書の中にあります：


  
    「キリスト・イエスの中にあったこの思い（中略）この方は、神のかたちの中に存在されますが、神と等しくあることを固守すべきこととは勘定せず、かえってご自身をむなしくし、奴隷の形を取り、人の姿になられて、人としての有り様で見いだされ、ご自身を低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまでも従順になられました。それゆえ、神もまた、彼を高く上げて、あらゆる名にまさる名を彼に与えられました。それは、天にあるもの、地上にあるもの、地下にあるものが、イエスの御名の中で、すべてひざをかがめるためであり、そしてあらゆる舌が、『イエス・キリストは主である』と告白して、父なる神の栄光となるためです。」（ピリピ人への手紙二章五～十一節）

  


  ですから御前で、そして御業において重要なのは、人の達成、業績、能力ではなく、キリストの度量だけです。指導力や務めの問題で、ただキリストの度量の問題だけが考慮されていたなら、どれほど高遠な霊の命の水準が神の民によって示されていたことでしょう！


  私たちは新しい局面に入りました。「リバイバル」が熱心に求められています。そして、人々はリバイバル史における偉人の名に思いをはせ、それを口にして、リバイバル志向やリバイバル精神を鼓舞するために大いに用いています。しかしもしかすると、神は今、ご自身の偉大な働きを人の名前と結びつけることを許しておられないのかもしれません。私たちがどんなに試みても、神がそれをされないかぎり、私たちは正当な生けるものを何も生み出せないでしょう。それは神の働きでなければならず、明らかに神だけの働きでなければなりません。ペンテコステの意味や真価は、常に十字架を背景とします――十字架により、クリスチャンの弟子たちや使徒たちは、この世のものをすべて失ったのです。


  彼らは肉によるキリストを失いました。彼らは肉による神の王国を失いました。この地上に結ばれている神に属するものに関するかぎり、彼らは自分の命、名声、希望、期待、信頼を失いました。彼らがすべてを取り戻したのは、ただ天的で霊的な方法によってでした。キリストが死なれた時、彼ら自身の魂は十字架につけられました。しかし、霊の中にはなんと大きな報いがあったことでしょう！


  あまりにもおびただしい魂性のせいで、神はご自身を委ねられないのかもしれません。むなしさや絶望がさらに大きくなるまで、神はご自身をお委ねにならないでしょう。


  これまで述べてきたことに関して、もう一つ別の点があります。それは次の御言葉を導入します：


  
    「そして彼は、万物を彼の足の下に服従させ、そして彼を万物の上にかしらとして教会にお与えになりました。この教会は彼のからだであり、すべての中ですべてを満たしている方の豊満です。」（エペソ人への手紙一章二二、二三節）
 
 「彼の肉体の中で敵意を廃棄されました。それは、彼がご自身の中で一人の新しい人を創造するためであり、両者を一つからだの中で和解させるためでした。」（エペソ人への手紙二章十五、十六節）
 
 「神に、教会の中で、またキリスト・イエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように。」（エペソ人への手紙三章二一節）

  


  これらの御言葉や他の同様の御言葉は、「彼のからだである教会」は「一人の新しい人」であることを明らかにします。この一人の新しい人は、キリストの世界統治の道具となるよう定められています。


  この「人」は彼の十字架の成果です。この教会は彼の苦しみから生まれました。これは十字架につけられ、葬られ、よみがえらされた教会であり、キリストと結合しており、キリストと一体です。教会はかしらの栄光以外にどんな栄光を知ることができるでしょう？この教会には反キリストの原則の余地はありません。キリストの豊富が展覧され、神がご自身の権利を獲得されるのは、彼のからだである教会においてであり、教会によってです。「神に、教会の中で、またキリスト・イエスの中で、栄光がすべての世代に至るまで、永遠にわたってありますように」。


  これに関連して、教会の寸法について聖書に多くのことが述べられています。これは型としてソロモンの宮によって示されており、エゼキエルの宮ではなおいっそう示されています。そこではすべての面や相が天的規準によって厳密に測られます。型によって示されていることは、「エペソ書」の中で教会の霊的実際として示されています。そこではこう記されています：


  
    「その幅と長さと高さと深さ」（三章十八節）
 
 「キリストの豊満の身の丈の度量」（四章十三節）
 
 「キリストの賜物の度量」（四章七節）
 
 「各部分の度量に応じた働き」（四章十六節）

  


  ですから、この霊的な教会すなわちからだを支配しているのは、キリストの度量です。このからだの中では、地的な要素には何の地位もありません。「ギリシャ人もユダヤ人もありえません」。国家主義や国の区別、宗派主義、超宗派主義、非宗派主義はありえません。これらはみな、人間的な区別や相互の違いを表すにすぎません。キリストはこれらとは違います。キリストが首位を占める時、天然的な要素や特徴――気質的なものであれ、社会的なものであれ、教育的なものであれ、国家的なものであれ、他のいかなる種類のものであれ――は服従させられるようになります。キリストの優位性は、一体性と霊的力に至る唯一の道です。「来たるべき代々の時代」に「彼の恵みの卓越した富」が示されるのは、この「一人の新しい人」においてです（エペソ人への手紙二章七節）。


  これまで「統治（dominion）」と「制圧（domination）」という言葉を注意深く用いてきました。後者は強制、強引な主張、独裁といった特徴を持っています。これらは反キリストに属します。前者は神の権利によるものであり、最終的に全宇宙がこれに同意して協力するようになります。


  
    「彼の統治は海から海へ、大川から地の果てに至る。」（ゼカリヤ書九章十節）
 
 「彼に、栄光と統治が永遠にわたってありますように。」（黙示録一章六節）

  


  霊の力と魂の力は大いに異なっており、異なる王国、すなわち天の王国と人の王国に属しています。神の御思いによると、人が御霊によって生まれること、御霊によって歩むこと、そして霊的成熟に達することを、人の宿命は要求します。


  



  第八章 十字架と新しい人


  



  ここに挿入した単純な図は（巻末参照）、神の観点と人の観点から見た人の内的歴史を示すためのものです。


  第一に、「神が創造した日の」人です（創世記五章一節）。人の三重の性質を定義しています。


  
    １）霊：良心、交わり、直覚の三つの機能を持ち、そのおもな意義は霊的理解です。
 ２）魂：理性、感情、意志または決意を有し、その機能は人間生活のために解釈することです。
 ３）体：肉、血、骨から成り、霊と魂の用事を執行し処理します。

  


  次に、霊による神との関係です。これは五重です：


  
    １．似姿（基礎、「霊」）
 ２．交わり
 ３．知識（霊的知覚）
 ４．協力
 ５．統治

  


  第二に「堕落」です。


  その結果と影響は：


  
    １．人の霊は魂に従属するようになった。
 ２．魂はサタンの攻撃と勝利の座になり、悪の勢力の力の下にある。
 ３．魂の道具である体は、サタンの影響下で、人自身の姿に似せて、人のかたちにしたがって、繁殖することをその格別な目的とするようになった（創世記五章三節）。

  


  次に、霊が神から分離されることにより――これが霊的死の意味です――この五重の関係は引き裂かれました。似姿は傷つけられ、交わりは破られ、知識は曇らされ、協力は不可能にされ、統治は失われました。ですから、人は神から分離され、締め出され、暗くされ、霊的に麻痺し、「虚無に服して」います（ローマ人への手紙八章二〇節）。


  この時から人は肉と呼ばれています――「人はさまよってしまい、肉だからだ」（創世記六章三節）――これは死ぬべき運命を意味するだけでなく、霊や神に敵対する活発な原理の存在をも意味することを、私たちは新約聖書から知っています。さらに、人はそれ以来、「天然の人」（魂的）です。しかしとりわけ、人は――自分の意志で――神よりもサタンを信じることを選んだため、「この世の神」によって動かされています。


  この時から二重の歴史が始まります。それは図中の二組の線で示されています。一方の組の線は狭まっていき、他方は広がっていきます。狭まっていく線は、それ以降の、神の御思いによる人の歴史を示しています。人は神の創造の働きの一部でしたが、神は人を不信仰のゆえに罪の下に「閉じ込め」られました（ローマ人への手紙十一章三二節）。そして、神は型や象徴を用いてキリストの十字架の原則を導入されます。この線では、人自身から出たものは全く神に受け入れられません。ある事柄――おもに三つの事柄です――が常にはっきりと視野にあります：


  
    １．裁きの下にある、人の罪深い状態という事実。
 ２．死。死は天然の人の最期であり、すべての人の運命であり、受け入れられるべきものです。
 ３．キリストの完全性。キリストの完全性は神との関係、神とのさらなる関係の唯一の基礎です。

  


  これがカインとアベルの事例の内在的意義です。これが神のエコノミーで死がこれほど大きな地位を占めている理由です。そして――なんという神の知恵、力、驚異でしょう！――ここで神はまさに蛇の尻尾、死のとげ、悪魔の働きを捉えて、死を新しいいのちへの道、御旨への小径としておられることがわかります。それはキリストの復活と彼による信者の霊的復活とによります。これが、人を神のみそばにもたらすささげものを神に受け入れてもらうには、それに傷があってはならない理由です。徹底的な検査の後、祭司の鋭い目から見て、「これは完全である」と言えなければなりません。（これこそまさに、あらゆる試みや火のような試練の結果について、キリストが十字架上で叫ばれたことです――決着がついた、完了したということだけでなく、「完全である」ということです。）


  それ以来ずっと、不変不動の確かさで、神の御思いはキリストの十字架に至ります。個人や人々が神の永遠の御旨との関連で神の直接的統治下に来る時はいつでも、彼らはあることをはっきりと自覚します。それは、自分の中には「善なるものが宿っていない」（ローマ人への手紙七章十八節）ということであり、自分のものではない義の根拠のみに基づいて、行いからではなく信仰によって受け入れられているということです――それは別の方の美徳によるのです。この理解は天然の人を容赦なく打ち砕くので、その中から主の目に留まりうるものが現れます。「わたしが目を留める者は、貧しくて霊（または心）の砕かれている者です」。


  ですから、キリストの十字架は天然の人に関する神の御旨であることがわかります。なぜなら、人の子は十字架で私たちの罪を負っただけでなく、代表者たる彼のパースンによって私たち自身をも負い、私たちの代わりに、あるいは私たちとして、神の裁きの下で死なれたからです（ローマ人への手紙六章二～十節、コロサイ人への手紙二章十二節、コリント人への第二の手紙五章十四、十五節など）。この十字架は、アダムが罪を犯した時点にまで、その光を反射します。こんなにも多くのクリスチャンが「肉的」であって、自分自身で神のために生きようとしているのは、十字架の意味に関する適切な全き理解に欠けているからです。これが、霊のいのちの恒常的な弱さと貧しさの根幹です。「リバイバル」のために多くの祈りがなされ、「霊のいのちを深める」ために多くの取り組みがなされています。これに対する唯一の答えは、十字架を新たに知ることです。罪（複数）とそれらに対する勝利の生活についてだけでなく、天然の人に取って代わるキリストについて、十字架を新たに知ることです。


  パウロはコリントの状況のゆえに、「私はあなたたちに、霊の人に対するようには話せませんでした。むしろ肉の人に対するように、幼子に対するように話しました」と書かなければなりませんでした。それは彼らが魂の（「天然の」）人の立場に基づいて多く生きていたからであることが、彼の第一の手紙の最初の数章で説明されています。彼の唯一の治療法は「十字架につけられたイエス・キリスト」でした。信者たち、「召された聖徒たち」（コリント人への第一の手紙一章二節）でも、魂に基づいて生きるおそれがあります。そして霊の賜物を、魂的に評価・活用される領域に持ち込むおそれすらあります。これを認識するなら、私たちはとても冷静になりますし、堅実になります。「異言」や他の「賜物」が続くいわゆる聖霊の「バプテスマ」は、霊的生活の主要な事柄に関する知識を必ずしももたらしません。ですからパウロは、このような経験をしている人々に、バプテスマ、十字架、主の食卓、キリストのからだ、子たる身分の真の意味について教えなければならなかったのです。啓示は賜物や経験に優ります。賜物の現れは霊的成熟のしるしではなく、しばしばその逆です。ここにサタンの最高に狡猾な罠があります。このような経験を深い実際の霊性と取り違えるなら、最も誠実な神の子供たちさえも偽りの経験に導くためにサタンが願ってやまない最高の機会を彼に与えることになります。魂的な人に対して深く適用される十字架こそ、霊的なものの驚異的な偽物である、魂的なものの顕現に対する唯一の守りなのです。


  図の続きを見ると、他の面もあります。人は自分に関する神の判決を認めて受け入れることを、これまで常に拒絶してきました。ですから、人は自己表現と自己実現の道を追い求めます。人は最初から、アベルのささげものによって神の道がはっきりと明らかにされた時ですら、自分自身の道を追い求めました。人は出て行ってこの世を建設し、文明を創造し、王国を構成しました。バベルまたはバビロンがその名前です。それは人の力、能力、栄光の表現であり、記念碑です。「さあ、我々は名をあげよう」（創世記十一章四節）。「この大バビロンは、私が建てたものではないか？」（ダニエル書四章三〇節）。このように人は得意になり、自己を増長させ、主張します。人が造り出したのは確かに素晴らしい世界ですが、それは全く人の手に負えません。人はそれを管理できません。確かに驚異に満ちています――しかし悲劇に満ちているのです！それはたちまち人の破滅に至るでしょう。そして、人の造り出したものが、人の文明を一掃するでしょう。人は物事を始動させますが、それは自らの慣性で人の手を離れます。神はこの終末の時代を短くするために介入しなければならないでしょう。さもないと、一人として救われる人はいないでしょう（マタイによる福音書二四章二二節）。これが直ちに水平線上に現れるでしょう。この線について、なんとたくさん書けることか！しかし、そうするのは差し控えます。愚か者、盲目な愚か者、サタンに騙されている人だけが、「この今の世の進路を行けば、おのずと理想郷が生じる」と考えます。文明はこれまで魂の感覚、感受性を強めてきたにすぎません。私たちはすでに、「人々は恐ろしさのあまり気を失います」（ルカによる福音書二一章二六節）という御言葉の意味を幾分知っています。


  しかし、依然として神の立場は変わりません。人は自分の王国を建設し、それを雲にまで届かせるかもしれません。しかし、天は人に対して閉ざされています。キリストの十字架は、神はそのすべてをずっと昔に終わらされたことを宣言します。ですから「カルバリ」はゼロです！神の永遠の御旨に関するかぎり、死によらずに、信仰によってキリストと一体化されることによらずに、十字架を通り過ぎる道はありません。この立場を取り、その意味をすべて受け入れる時、キリストとの復活による合一により、新しい人が生じます。「だれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です」（コリント人への第二の手紙五章十七節）。


  その時から別の二重の過程が始まります。神の意図を完全に理解するかどうかとは関係なく、それをすべて受け入れる決定的な転機がなければなりません。この転機はすべてを含み、潜在的にすべてを伴います。


  その二重の過程とは、一方において新しい人、霊の人が優位に立つことであり、他方において天然の人、古い人を従わせることです。これは生涯にわたる学課です。理解することが必要です。もし神が古い人を実際に消し去って「根絶」しておられたなら、霊的教育の基盤は全くなくなっていたでしょう。新しい霊的能力を用いて別世界ですべてを新たに学ぶことに関して、この「いのちの新しさ」が何を意味するのかは、すでに他の箇所で指摘しました。この新しい人は「心の中の隠れた人」（ペテロ第一の手紙三章四節）であり、「私たちの霊の父」（ヘブル人への手紙十二章九節）によるその訓練は、この同じ手紙の前の箇所で述べられている「魂と霊を分けること」（ヘブル人への手紙四章十二節）と一致します。図の残りの部分を学ぶなら、この意味が明らかになります。なぜなら、ここには新しい全く別の法則、「いのちの霊の法則」があるからです。このいのちにはそれ自身の法則があり、それを学ばなければならないのです。


  これは信仰の生活です。「私がいま生きているそのいのちを、信仰の中で生きます」（ガラテヤ人への手紙二章二〇節）。ですから、知識は信仰の実です。これ以上先に進む必要はないでしょう。しかし前に戻って、十字架の転機について最後に強調することにします。十字架以外の場所では、神は人に対して何も言うことはありません。神の子供のいのちの新たな成長はみな、何らかの形で、十字架の意義が新たに示されることによります。深い死は豊かないのちに至ります。神は揺るぎない御手でバランスを保たれます。そして最終的に、地上で自分を空にする最後の局面は、天でキリストと共に王座につく結果になります。


  



  第九章 復活と霊の体


  



  聖書朗読：エゼキエル書四〇章二～四節、四三章十～十一節、マタイによる福音書三章十七節、十一章二五～三〇節、ヨハネによる福音書一章五一節、ルカによる福音書九章二三節、エペソ人への手紙四章二〇～二一節


  



  このような神の子供の生活の起源は霊的です――「霊から生まれる者は霊です」（ヨハネによる福音書三章六節）。このような生活の支えも霊的です。「生ける父がわたしを遣わされ、わたしが父のゆえに生きているように、わたしを食べる者も、わたしのゆえに生きます。これは天から下ってきたパンであって（中略）このパンを食べる者は永遠に生きます。（中略）わたしがあなたたちに語った言葉は霊であり、いのちです」（ヨハネによる福音書六章五七、五八、六三節）。


  ですから、この生活の完成も霊的であり、霊の体ということになります。キリストの復活を私たちの復活の型として実際に取り上げることはできませんが、彼の復活の体の性質を私たちの復活の体の型として取り上げることはできます。キリストの復活は他の復活とは異なっていました。彼の体には罪がなく、それゆえ朽ち果てませんでした。「あなたは、あなたの聖者が朽ち果てるのをお許しになりません」（使徒の働き二章二七節）。彼の体の微粒子は保存され、生き返らされました。ですから、その体は復活の後も同じ体とわかるものであり、彼の十字架のしるしを帯びていました。そして、他の人もそうなのです！私たちの体は朽ち果てます。なぜなら、それはすでに朽ち果てているからです。「この朽ちるものは朽ちないものを着なければなりません」（コリント人への第一の手紙十五章五三節）。しかし、復活前の体と復活後の体には違いがあり、それは信者の生活の原則と一致します。この原則は次の有名な御言葉の中に示されています：


  
    「あなたがまくものは、将来の体をまくのではなく、小麦であっても（中略）しかし、神は御旨にしたがってそれに体を与え、それぞれの種にそれ自身の体をお与えになります。（中略）天然の（魂の）体でまかれ、霊の体で復活させられます。天然の体があるのですから、霊の体もあるのです（中略）しかし、霊のものが最初ではなく、天然のものが最初であり、それから霊のものが来ます。（中略）私たちは天上のかたちを帯びるようになります。」（コリント人への第一の手紙十五章三七～四九節）

  


  御霊によって私たちはまず生かされ、霊的に生きている者とされました。いのちの御霊によって私たちは罪と死の法則から解放されました。ですから、いのちの御霊によって完成され、その時、死ぬべきものはいのちに飲み尽くされます。


  人の魂の体は何らかの形で血と密接につながっています。ですから、体と魂には特別で独特な関係があります。旧約聖書で繰り返し強調されていることは、「いのち（魂）は血の中にある」ということです。新約聖書においても、特にヨハネによる福音書において（例：十二章二五節）、「いのち」と「魂」が交換可能であることからこれがわかります。このように人の現在の体は物質的・魂的、あるいは精神的・物質的であり、体に霊があります。しかし、「肉と血は神の王国を継ぐことはできませんし、朽ちるものは朽ちないものを継ぐことはありません」（コリント人への第一の手紙十五章五〇節）。医者はみな、「血は病の座である」と言うでしょう。これはこれまで述べてきた、「腐敗は常に魂の中にある」ということのもう一つの証拠にほかなりません。キリストの復活の体には血がありません。「わたしに触り、そして見なさい。霊には肉や骨はないが、あなたたちが見るとおり、わたしにはあります」（ルカによる福音書二四章三九節）。


  これは第一に、彼の子たる身分の証拠、証明であり、彼がご自身の霊によって生きて勝利を得、魂や魂の命に屈しなかったことの証拠、証明です。


  
    「聖潔の霊によれば、死人からの復活により、力をもって神の御子と宣言された」（ローマ人への手紙一章四節）

  


  ですから、復活の体は血―魂の体ではなく、霊の体です。これが霊のいのちの完成です。パウロは次のように述べて、これに言及しています、


  
    「神はあらかじめ知っておられた者たちを、御子のかたちに同形化しようと、あらかじめ定められました。それは、御子が多くの兄弟たちの間で長子となるためです。」（ローマ人への手紙八章二九節）

  


  この御言葉は前の御言葉から続いています：


  
    「被造物は切なる期待をもって、神の子らの出現を待ち望んでいます（中略）御霊の初穂を持つ私たち自身も、自らの内でうめきながら、子たる身分、すなわち、私たちの体の贖いを待ち望んでいます。」（ローマ人への手紙八章十九、二三節）

  


  私たちは霊の体がいかなるものか全く理解できません。しかし、それが私たちの今の生存形態の制約の多くから解放されていることはわかります。ここでの目的は、現在の様式の彼方にある生活を描写しようとすることではなく、ただ原則を指摘して強調することです。体のない霊と霊の体、体から離れた霊と霊化された体は、全く異なります。ここでは私たちの知性は通用しません。


  それから、すべての復活がこの復活ではありません。私たちの主は、「ある者たちは裁きの復活へとよみがえらされ、他の者たちはいのちの復活へとよみがえらされます」と言われました。いのちの復活は霊の体の復活であり、霊のいのちの完成、完全な結果です。この光に照らして見ると、魂と霊の違いを知ることはなんと重要でしょう。魂に属する事柄である宗教と内なるキリストからである真の霊性との違いを知ることはなんと重要でしょう。内なるキリストだけが「栄光の望み」なのです。


  
    「見よ、私はあなたたちに奥義を告げましょう。私たちはみなが眠るわけではありません。しかし、私たちはみな変えられるのです。」

  


  この血液組織の特徴を全く持たずに肉体がどうやって存在できるのかは、まさに奥義です。しかし、そうであることを私たちは告げられていますし、これに関連する他の御言葉もそうであることを示しています。たとえば、復活した人は「めとったり嫁いだりしません」（ルカによる福音書二〇章三五節）。これは魂と体の大部分を不要にします。この生命体制に関わる生殖力や生殖器官は、全くなくなります。


  しかしすでに見たように、霊には知識と行動のための、維持と活性化のための、それ自身の能力や機能があります。


  かなり明白なことが一つあります。それは、サタンは復活を憎む、ということです。彼はキリストの復活に関する嘘の報告を広めることで、復活をあいまいにしようとしました。神の卓越した証しと証言は復活です。使徒が最高に強調したことは、「神は彼を復活させました！」でした。信者の最高の経験は復活です。ですから、サタンは神の僕を「しばしば死」の中に導くことを許されます（コリント人への第二の手紙十一章二三節）。そして、私たちは苦しみ、「自分自身の内に死という判決を持ちます。それは私たちが死人を復活させる神に信頼するためです」（コリント人への第二の手紙一章九節）。


  これは魂が喜ぶ証言ではありません。魂は人の標準にしたがって、成功、達成、進歩、名声などを好みます。しかし、力に関する天の標準的規準はキリストの復活です。ですからパウロは、「それは私が彼と、彼の復活の力を知るためです」（ピリピ人への手紙三章十節）と叫びます。「彼の苦難の交わり」と「彼の死に同形化されること」が、この至高の力が示される演壇です。しかしそのためには、霊の人がこれを見て、それを大いに望まなければなりません！


  私たちは「御霊の保証」（コリント人への第二の手紙一章二二節）を持っています。そうです、私たちの復活の体の保証を持っているのです。この保証は私たちの死ぬべき体の中にすらあります。「イエスを死人から復活させた方の御霊があなたたちの中に住んでいるなら、キリスト・イエスを死人から復活させた方は、あなたたちの中に住んでいる彼の霊を通して、あなたたちの死ぬべき体をも生かしてくださいます」（ローマ人への手紙八章十一節）。死ぬべき体の中にあっても、体の復活の展望について、いま証しすることができるのです。


  



  第十章 魂、霊、悪の霊の勢力


  



  この章は、悪鬼憑きという不幸な現実に言及しますが、悪鬼憑きに関する論文ではありません。


  いつか述べたように、堕落において、人がサタンと共謀したことにより、悪の勢力は人の魂と同盟関係に入りました。次に、サタンの偽りの王国の権益を拡大するために、これらの悪の勢力がどのように魂の不当な投影を利用するのか、私たちは示そうとしてきました。私たちはまた、他方において、新生と神との霊的合一という深遠な現実は、魂やそのいっさいの感覚よりも遙かに深いことを明らかにしようとしてきました。今、もう少し詳しく追求したいと願っているのは、一つには次のことです。第一に、肉体障害や精神障害のせいで多くの人――神の子供たちですら、その中に含まれます――が経験する、とても現実的な痛ましい経験について述べなければなりません。「神経衰弱」、神経症、貧血、血圧。これらの病気はしばしば、必ずというわけではありませんが、敵が冷酷な攻撃を仕掛けるきっかけとなります。内側に恐ろしい悪魔的感覚があるのです――こう言うのは言い過ぎでしょうか？このような苦しみに遭っている人は時として、「自分は現存する最も邪悪な人間よりも邪悪である」と感じ、そう思い込みます。彼らはそう感じるだけでなく、しばしば、キリストに真に似つかわしい性質とは調和しない言動をします。それから、これらの病気の少なくとも一つを伴う形で、ある特別な要素もあります。それは二重人格に属するものです――身近に別の存在がいるという感覚です。これについて詳しく述べる必要はありません。悲しむべきことに、多くの人はこれをよく知っています。このような類の経験をしたことがなく、そのような苦しみに遭っている人も知らない、という読者がいるなら、その人は神に感謝しなさい。性急な判断を下してはいけません。それから、自殺衝動という事実は何に由来するのでしょう？ああ、自殺衝動は常に抑えられるわけではありません。これについて述べるのは愉快なことではありませんが、それでも認めなければなりません。「神の真の子供たちはこうした病気にかからない」と言うことはできません。それは真実ではありません。最も敬虔な聖徒らしい人ですらこのような苦しみに遭っていることを、私たちは知っています。


  さて第一に、魂は魂です。厳然たる事実は、魂にはこうした可能性、能力、傾向がある、ということです。良い健康やバランスのとれた肉体器官という助けがもはやなくなる、そのような時やそのような状況の時、死ぬ運命にあるすべての人に同じ状況下で何が起こりうるのかを私たちは見ます。それはたんに程度の問題であって、それにより基本的事実が明らかになります。多くのことを行って、この状況を和らげることもできますし、体を治療して回復させることによって、穏やかさや幸福感を生み出すこともできます。しかし、良い振る舞いを伴う良い健康の本質的性質が、聖徒らしいものだったためしは決してありません。神経や精神への重圧、圧迫、病から解放されても、人の性質は実際にキリストに似たものにはなりません。おそらく、そのような解放の最大の意義は、自分の霊的状態に関する憂鬱な思い込みがなくなることでしょう。しかし、特定の状況下で私たちが自分自身について抱きかねない思い込みは、依然として真相からかけ離れているかもしれないのです。サタンはこれまで、多くの神の子供たちを絶望の極みに導いてきましたし、自分で自分を傷つけるところにまで導いてきました。それは、「自分自身の魂の命が規準である」という嘘によってです。しかし、神の子供にとってはキリストが規準です。最も自分に自信を持ち、自分に満足し、自己に満ち、自己で構成されている人でも、だからといって必ずしも神の子供とはかぎりません。最大の圧迫、悩み、苦しみ、悪鬼からの攻撃を受けている人でも、神の子供である事実に変わりはないのです。


  



  悪鬼の支配と悪鬼憑き


  



  しかし先に進む前に、この問題について注意すべき別の面があります。悪鬼の支配と悪鬼憑きには違いがあるのです。


  手遅れになる前にこの違いを認識していれば、多くの人が救われていたかもしれません。「人はみな、もともと悪鬼に取り憑かれている」というようなことをほのめかすつもりは全くありません。同盟は憑依ではありませんし、完全な意味における圧制だとはかぎりません。同盟関係にある二つの国は、それに同意しないでしょう。しかし私たちは今、たんなる同盟よりも先に進むことにします。ただし、憑依の手前で止まります。魂のいずれかの面――理性、感情、意志――の中にある魂の力のせいで、邪悪な霊の勢力によって欺かれて、支配されている人たちがいます。彼らはやがて、人間の機知や知覚を超えた何らかのしるしを示すようになります。彼らは並外れた精神力を発達させ、解釈や説明を与えます。それらはしばしば、推論の通常の流れでは答えられないものです。しかしもちろん、この鋭い知性は常に自分自身の道を支持しますし、自分の正しさを深く強烈に確信するあまり、彼らの道は神の緻密な御言葉に割り込みさえします。彼らは神の御言葉を見ることも、受けることもしません。外見、振る舞い、声に、他の兆候も現れます。これが圧制です。それは魂の領域にあります。それは憑依に至る速やかな道ですが、まだ憑依には至っていません。この種のことは、悪鬼を追い出さなくても解決できます。しかし、それは多くの苦しみとへりくだりによります。


  間違いなく、これがイスカリオテのユダの行程でした。ある観点から見ると、彼は永遠に謎でしょう。しかし、彼の行程は段階的だったことを、私たちは知っています。彼はまず、自分の魂、自己の命に、自分を治めることを許しました。それは強欲のためでした。次に、彼が魂に降伏したので、常時現存している悪の勢力が彼に儲け話を持ちかけました。火をもてあそんでいるうちに、彼はそれらの勢力に支配されるようになり、陰謀を企てました。そしてついに――このような行程を進んだ必然的結果です――「サタンがユダの中に入った」（ルカによる福音書二二章三節）。これは魂以上のことです。悪の霊は魂と同盟できますが、霊に取り憑くこともできます。同類というわけです*。


  
    * これは「霊的邪悪さ」です。

  


  もちろん、邪悪な霊どもは、豚の場合のように、体に宿ることができます。しかし、これは霊的憑依と同じ領域にはありません。サタンが人の命の中に宿ることは、霊的基盤を持たない動物の体に宿る以上のことです。


  サタンの最大の最終目的は、取り憑くために人間全体――霊、魂、体――を捕らえることです。体から分離された邪悪な霊どもは何ものにもまして自分たちの「裸」の状態をいやがることを、私たちは知っています。おそらくこれは、彼らが「自分の地位を保つことをしなかった」（ユダ書一章六節）時の罰なのでしょう。ですから、サタンは人――神の被造物――に目をつけました。ですから彼の願いは、人の霊を神から引き離して、それを自分で所有することです。しかし取り憑く前ですら、彼はそれを用いようとします。


  



  心霊主義に対する鍵


  



  ですから、人が堕落した霊どもと交われるのは、人に霊があるからです。これを私たちは指摘しなければなりません。私たちは信じていますが、心霊主義の体系はすべてこれで説明がつきます。また、心霊主義者たちが交信する、この世を去ったとされている者たちは、これらの「霊の軍勢」にほかなりません。彼らはこの世を去った人に扮装しているのであり、生前のその人を知っていたのです。時代の終わりにおける、その働きや結果の多くの面については触れないことにして、その恐ろしい罰に注意することにしましょう。破滅した精神と体。取り憑かれて、駆り立てられている、狂って正気を失った魂。満杯の収容所と牢獄。自殺、道徳的・霊的破滅など。これはみな、神との合一、神との交わり、神との協力のために特別に人に与えられたもの、すなわち人の霊が、悪鬼が侵入して生活を支配するための媒体・道具として使われてきたためです。あらゆる種類の心霊主義――魔法、魔女、「使い魔」など――に関する凄まじい警告や恐ろしい裁きは、霊が堕落した霊どもと共謀し、戯れ、交わったためです。堕落した霊どもの狙いは常に、男たちや女たちを彼らの霊を通して捕らえることです。彼らは光の天使を装い、宗教を語ることまでして、これを行います。五十年前、人々は聖書に記されている奇跡に対する信仰を投げ捨てましたが、今日、彼らとその学校は心霊主義を堅く信奉しています。これは奇妙なことではないでしょうか？これは確かに「惑わす働き」であって、真理への愛のゆえに真理を受け入れることをしなかった者たちが「虚偽を信じて、みな裁かれるため」です（テサロニケ人への第二の手紙二章十一、十二節）。


  エジプト人、カナン人などを破滅に至らせたのは、彼らの生活の霊的背景でした。それは別の形の心霊主義でした。しかし、彼らは悪鬼どもに結合され、それが彼らを巻き込んだのです。


  



  神の子供の最も内奥にある実際


  



  さてしばらくの間、神の真の子供の内にある、他の何ものよりも深いものに向かうことにします。私たちは「いのちのための戦い」という本を、丸々この問題にあてました。しかし特定の点を省くなら、この本の目的を達成するのに決定的に重要な何かが欠けてしまうでしょう。私たちは次のことを絶えず理解しようとしなければなりません。すなわち、新生の時に起きたことは、周囲のあらゆる状況や環境よりも遙かに深く、私たちの体や魂の命よりも遙かに深いのです。新生とは、聖霊と子たる身分による、私たちの霊の更新であり、私たちの霊への永遠いのちの分与です。これを持ち続けないかぎり、勝利の基礎はありません。神の子供が大いなる魂の暗闇、精神の暗闇の中を通ることはありえますし、理性を失って精神病院に行く羽目になることすらありえます。外側の生活ではもっと悪いことが起きるかもしれません。しかしそれでも、主との真の交わりが破れることはありません。このような極端な状態は神の計画の一部ではないかもしれません。しかし、次のことは真実です。すなわち、ご自身の子供たちを教育する神の道の一部は、しばしば彼らの感覚の命を断ち切ることなのです。これが起きる時、自分が神の子供であることを証明するものは、彼らには何もありません。つまり、彼ら自身の人間的な意識の領域の中には何もないのです。残っているのは、神と、神の御言葉と、自分は神に信頼を置いているという事実です。信仰の真の戦いがこれに加わります。大事なのは私たちがいかなる者かではなく、神がいかなる方かです！私たちの感覚ではなく、神の事実なのです。


  
    彼は失敗しえない、なぜなら彼は神だから。
 彼は失敗しえない、彼は御言葉を約束された。
 彼は失敗しえない、彼は最後まで私を見守ってくださる。
 私は神と関わりを持っているのです。

  


  神は誤解される危険、また私たちから矛盾していると思われる危険を冒すことをよしとされるかもしれません。


  とりわけこの一点において、「子ら」の教育が重要です。つまり彼らは、不信仰とそれによる不従順――これが人を神から霊的に分離しました――を覆さなければならないのです。あの霊の合一が魂の助けなく確立されなければなりません。それは、魂が再び元の地位――魂はそこから禁を破ってしゃしゃり出たのです――に戻されるためです。


  これが私たちの内側に――つまり私たちの霊の中に――キリストが完全に形造られることです。


  



  霊の奉仕と戦い


  



  神との交わりや協力はみな、霊がその基礎です。それは再生された霊においてであり、再生された霊を通してです。これを見たので、これが直ちに私たちの奉仕の真の性質を規定することを、私たちは理解しなければなりません。宇宙のあらゆる状況の背景は霊的です。目に見えるものの背後には、目に見えないものがあります。目に見えるものは究極的なものではないのです。


  「全世界は悪しき者の中に横たわっています」。霊の支配階級が存在します。それは、この世界が創造される前、御子が御座の御父と等しいことに反対して反乱を起こしました。そして天から投げ出されて、永遠の滅びがそれに続きました。それにもかかわらず、代々にわたってこの「永遠の御旨」に対して活発に反抗し、敵意を抱いてきたのです。最初のアダムを通して神の御旨はこの地上で実現されるはずでしたが、彼の同意により、サタンがこの地上とアダムの種族に対する合法的支配権を得ました。


  ですからパウロは、キリスト――最後のアダム――のからだの肢体たちに、彼らの戦いは「血肉に対するものではなく、支配者たち、権威者たち、この暗闇の世の支配者たち、天上にいる悪の霊の軍勢に対するものです」（エペソ人への手紙六章十二節）と述べています。


  なんと多くのことが「この暗闇」という包括的な句に集約されているのでしょう！これについて聖書はなんと多く述べているのでしょう！目を開いてもらう必要性が、常に解放の基礎です（使徒の働き二六章十八節参照）。「この暗闇」の原因は「天上にいる悪の霊の軍勢」であると述べられています。文字どおり訳した言葉は「霊なる者」であり、霊的な存在を意味します。ここの「悪」は、固有の邪悪さや悪を意味するだけでなく、破壊的で有害な悪意をも意味します。


  「天上にいる」は、地上を超えた領域に住んでいることをまさに意味します。地上の地理的場所に限定されておらず、地球や人の住まいを取り巻く領域の中を動いているのです。


  「世の支配者たち」は、キリストの統治が彼のからだ――霊的な教会――を通してもたらされていない所ではどこでも、これらの悪意を持つ霊の軍勢が世を導き、支配していることを意味します。


  「支配者たちや権威者たち」は、序列、階級、方法、組織を表します。サタンは偏在していません。ですから彼は、世をこれらの支配者たちや権威者たちの下で体系的に分割することによって働かなければならないのです。彼自身は「地上のあちこち」を行き巡り、「ここかしこ」に自分の座を持っています（ヨブ記二章二節、黙示録二章十三節など）。


  数々の状況の原因は、実際に目に見えるものの背後にある、目に見えないものの中に求めなければならない、と使徒は告げます。


  自然なものに見えることでも、その起源は超自然の領域にあることがあまりにも多いのです。人は常に天然的な説明を与えようとしますし、それゆえ、物事を天然的な方法で正そうとします。しかし、神のキリストの権益が関わっている状況に出くわすと、人は床に打ち倒され、打ち負かされてしまいます。このような状況が一般的になっています――いいえ、それ以上です――外国と国内の両方で、最近、「クリスチャンの働き人たち」の間で、圧倒的な時代の趨勢になっているのです。この問題をここで詳しく扱うつもりはありません。しかし事実を述べて、特に主の民に次のことを思い出させましょう。すなわち、神の活動の領域よりも多くの領域で、「見えるものは目に見えるものからできたのではない」（ヘブル人への手紙十一章三節）のです。また、霊的益に有害な日常生活の多くのものの原因は、その背後にあるにちがいないのです。次のことを強調しましょう。すなわち、キリストの十字架の超宇宙的な意義によるこの神との霊的な合一は、私たちが最高に役に立つのは霊の領域においてであることを意味するのです。神聖な「霊なる者」である私たちは、聖霊によって力づけられて、サタンの「霊なる者」に対してキリストにあって優位に立たなければなりません。そうして、たんなる地上の主権を超えた何かを知らなければなりません。（私たちの霊に関して言うと）私たちは彼と共に「天上に」座らされているのですから、私たちはあの大いなる「天の王国」の中で治めることを学ばなければなりません。地上の千年王国は、天の王国の地的な片割れにすぎないのです。


  私たちの霊の中にある神の力はみな、キリストとの団体的な霊の合一のためであることを、再度確認しましょう。それにより、彼の勝利と主権の衝撃力が「支配者たちや権威者たち」の間に、またその上に打ち込まれます。そして、彼らの支配は麻痺し、究極的に滅ぼされるのです。


  



  第十一章 「御霊ご自身」


  
    「御霊ご自身、私たちの霊と共に証ししてくださいます。」
 （ローマ人への手紙八章十六節）

  


  



  これまで人の霊について多くのことを述べてきました。しかし、つまるところ、聖霊に完全な地位を与えないかぎりどうにもなりません。神の霊がなければ、完全に組み立てられて調整された人といえども、動力のない精密機械のようなものにすぎません。神の霊は「いのちの霊」、「光」、「真理」、「知恵」、「恵み」、「祈り」、「力」、「理解力」であり、実にキリスト・イエスにあって私たちに与えられている神のすべてです。聖霊はご自身と同じ次元に属す器官（霊）を人の中に持つことを必要とされます。しかし、動物の命がなければ体は機能できないように、この器官は聖霊がなければ神の事柄に関して少しも機能できません。人の霊の性質と機能を十分認識したからには、私たちは常に注意して、私たちの霊を生活の中で支配的な要素としなければなりません。私たちは自分の霊に耳を傾け続けるのではありません。そんなことをすれば深刻な危険に陥るでしょう。私たちは自分自身の霊の中に生きるのではなく、「キリストの中に住」まなければなりません。神の子供にとって、聖霊は人の霊の中に宿る神聖な方です。聖霊が私たちの生活を導き、治めてくださいます。主ご自身から離れているものを私たちの控訴院や生活圏にするなら、混乱や混同を避けられないでしょう。真に豊かな生活のために決定的に重要なことが、聖霊に関していくつかあります。その一つは、御霊の油塗りと働きの団体的性質です。これについては他の書物で扱ったので、ここでは言及するだけにします。しかし、遠大なすべてを包括するとも言える重要な点は、この経綸時代における聖霊の最高の目的です。それは――キリストをすべてのすべてとすることです。


  ペンテコステは、天で起きたことを（教会である）地上の男たちや女たちの中で実際化・実体化するための天からの動きでした。天でキリストは神の右手に上げられて、「栄光と誉れの冠」を受けられました。「万物」が「彼の足の下」にされました。彼は神の御思いと御旨に全くしたがっている人の模範として座されました。この高揚と着座は、人に対する神のすべての取り扱いで、支配的現実とならなければなりませんでした。神の御子のかたちへの同形化が、信者に対する神の実際的関係をすべて動機づけなければなりませんでした。新生から栄化に至るいっさいのものが、キリストをその力、その性質、その目標としなければなりませんでした。彼が、彼だけが、生活、存在、奉仕のための手段でなければなりませんでした。彼ご自身の地上生活に適用された神に関する原則は、彼の高揚以降、彼に関するいっさいのものにも適用されなければなりませんでした。「自分からは何もすることができません」（ヨハネによる福音書五章十九節）が、彼のすべての動き、働き、言葉、時、方法の厳格な法則でした。御父が願いを示されるとき、ご自身の進路を速やかに変更できなくするものに、彼は決してご自身を委ねようとされませんでした。彼は評判や世論を全く気にされませんでした。どこにいても、御父の御旨と道があらゆることで彼の生活を支配したのです。これは大いなる「～と同じように（even as）」であり、彼ご自身と後の彼の者たちの両方を含んでいました（ヨハネによる福音書十五章十節、十七章十六節など）。


  これらいっさいのことのために――あらゆる道や動機の中にある自己に属するものをすべて取り除き、キリストを絶対的な主として王座につかせるために――聖霊は来臨されました。魂は人のエゴの座であり、霊は復活・昇天したキリストの聖所です。彼はそこで、私たちの内にある個人的なものをすべて治めなければなりません。それはすべてのことで彼が第一となるためです。これがすべてを包括する聖霊の働きです。


  
    「こういうわけで、私は父に向かってひざをかがめます。（中略）どうか父が、その栄光の豊富にしたがい、力をもって、その霊を通して、あなたたちを内なる人の中で強めてくださいますように。また、キリストが信仰を通して、あなたたちの心の中に住んでくださいますように。またあなたたちが、愛の中に根ざし土台づけられて、すべての聖徒たちと共に、その広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解する力を持つようになり、知識を超越したキリストの愛を知ることができますように。また、あなたたちが満たされて、神の全豊満へと至りますように。」（エペソ人への手紙三章十四～十九節）

  


  



  付録


  



  「天然の人」と「古い人」


  ある著者は、「天然の人」と「古い人」とを区別します。それによると、「古い人」は完全に堕落しており、「神に属する特徴が一つも」ありませんが、「天然の人」は、「天然の愛情、優しさ、また時として示される、仲間たちを扱う際の大いなる真実さや正直さ」のように、神に属する特徴の痕跡を帯びています。人のこの区別が、人本主義者と「全体的堕落」主義者との間の論争の基礎です。本書で述べてきたことの要点は、「人間存在の一部である魂は必ずしも邪悪なものではないけれども、二つの理由から、自己救済や神の御前における功績という人本主義的な領域の完全に外にある」というものです：


  （１）魂は「虚無」（ローマ人への手紙八章二〇節）と、コリント人への第一の手紙二章十四節の大いなる「できない（cannot）」の支配下にあります。


  （２）魂は人の内なる部分であり、悪の勢力との共謀を通して、それらと同盟しています。人の霊が生かされて新しくされる時だけ、人はこの同盟の恐ろしさを真に知ることができます。


  図


  



  [image: ]


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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